[旧]富山大学学園ニュース，第44号 by [旧]富山大学
Nロ.44
編集学園ニュース編集委員会 発行富山大学 昭和59年3月21 日
学内風景 （ その9 ) 附属図書館 斉藤喜代美
目 次
卒業 生へのはな むけの 言葉……………………….... ..…....・H・－…....・H・－－各学部長及び経営短期大学部主事….. 2 
退職者の あいさ つ……－
新任教官紹介及び あ いさ つ…...・H・－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2
公 開講 座委員会報告...・H・・……………………H・H・－…・・…公開講座委員会委員長 （ 教養部教授 ） 藤井昭二…・ 13
f 出会 い 」 ー西ドイ ツ 留学 だ よ り一……...・H・－…・教 育学部中学校教員善成課程 （ 音楽 ） 3年次生 内 田良美…・·16
「私の 心のふ る さ と 富山J…...・H・H・H・－－－….....・H・－・富 山 県費 留学生 （ 教育 学部 ） 坂民ま ゆみ （ ブ ラ ジル ） …－－日
〈来て よかった ・ ・ ・ 〉……………………富山 県費留学生 （ 工学部 ） 久保 田 ・ パ ウ ロ ・ 欣也 （ ブ ラ ジ ル ） 一… 1 8
学部 ・ 学生部 だ よ り...・H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 9
- 1 ー
卒 業
生
諸君 は， と とVL 4 年聞の 大学教育を終え る こ と で ，
ま た小学校以来 1 6 年間 Kわた る学校生活を 全うす る
こ と K も 左りま す。 人文学部卒業 生の 場合， さ ら K進
学 して学業を続け る 人もありま すが， 大 多 数の諸君は
様 々 な職業 K従事する と と K 左りま し ょ う。 諸君は 今 ，
卒業 の喜びをかみ しめている と と も K， 新た な る希望
と こ れか らへの決意K も え てい る こ と と 察せ ら れま す。
現在の社会では ， 大 学 と と K地方大学を卒業 した と
いう だけ で は ， それ程優遇 さ れ る ζ と は な いで しょう。
その と と は諸君 自 身が よ く 認識 してい る で し ょ う。 た
だそう したなかで諸君 の 真価を発揮するKは 何が重要
で し ょ うか。 それは 諸君 自 ら がとれか ら進むそれぞれ
の場K ないて見出 し ， かつ実践 していかねば念 ら 左 い
で し ょ う。
それKついて も ， 最 澄が「山 家学生式 」 K ないて示
し た名 句， 「径寸十枚 ， 非是国宝． 照千一隅 ， 此則国
宝」が思い出 さ れ ま す。 も っ と も と のなかの 「 照千一
隅」は「 照子一隅」の誤り では 左 いか と いわれ るか も
しれ ま せん。 確かK以前Kは「 照子一 隅」 と して人 口
K脂灸さ れてい ま した し， ある いは現在で も 「 一隅 を
照 らす」 と いう標語カミ社会の 各層K広 く 受け入れ られ
て いま す。 しか し叡山 の経蔵K秘蔵 さ れて い る 最澄 自
筆の 原本K よ れば「子 」 では 左 く て 「千」であ る と と ，
従って「 照千一隅 」 と なる が ， と れ は「 照千里J と 「
守一隅Jを簡略化 した成 語であ る こ と が明 らかKさ れ
て な タ ま す。 こ れ ら の と と は先年 ， 私の 友人薗田香融
氏が岩波書店か ら発刊さ れた 日 本思想、大 系の 『 最澄 』
で指 摘 した と こ ろ で， そ の 後 こ れ を めぐって 相当 激 し
い論争が展開さ れ ま し た。 その論争では ， 既成観念 と
いうか思い とみ と いう も の の なそろ し さ ま ど多 く の こ
と を知 ら さ れ ま し たが， それは な く と して ， 問題の「
子」の宇は「 千」であ る こ と は 間違 い 左 く ， 「 照千ー
諸 君 """" 
人文学部長 楠 瀬 勝
隅」は最 澄が正 し い意味を正 しい字で書い た と する新
説K よ れば． 最澄 の 素意カZ非常 K よ く 理解さ れ ま す。
「 故 古人言」 と して述べ て い る前掲の文句は ， 最澄
が天台宗の 年分学生． つ ま り宗門の 後継 者の教育方針
を定めた も の ， そ の最初の書 き 出 し の部分K出て く る
の です が ， 『 止観輔行 』 か ら斉の威王 の逸話 を引いた
も の です。 威王 の と こ ろへ隣国の親王が訪 問 した と き
（ 紀 元前 3 5 5 年 ） ， 貌王は直径一寸もあ る 大 き 念珠
玉 を 十枚 も持 つ て なり， それ らは車十二乗の 前後を 照
らす逸品 で ， と れが 自 分の 国の宝だ と 自慢 した。 こ れ
に対 し て威王は ， 自 分 K は檀子念どのすぐれた家臣が
なり ， 彼 らが国の一隅 を守って く れ る と 楚 ・ 趨 ・ 燕 左
どの 国 も 攻め て と 左 い し ， ま た国内の 治安を 取締 ら せ
る と 泥棒や乞食 も 姿を消 して し ま う。 彼 ら を 将軍K す
れば車十二乗の 前後は沿ろか千里． す 左 わち 国全体 を
照 ら す。 と れ とそ 自 分の 国 の宝だ と 言った。 その ため
貌王は恥 しそう K帰っ て いった と いう話であり ま す。
最澄は と の話か ら ， 車十二乗 の 前後 を 照 らす径寸の珠
玉 左 どは国宝で は 左 〈 ， 一隅を 守 る も の とそ千里 を 照
らす も の であって， 乙れ こそが国宝だ と 述べた の であ
り ま す。 そ こ で以前の よ うK「 照子一隅」 と して「 一
隅 を 照 らす」 と 読めば， 最 澄 の趣旨 と 全 く 反対の意味
K 左 る わけです。 以上が新説＝薗 田説です。
との よ うK 最 澄が強調 した 国宝， す 左 わち一隅 を 守
る存在 こ そ 千里 を 照 らす も のだ と いう と と は ， 現代
医沿いて も 極めて重要左教え と い えま す。 諸君 は と れ
か ら様々左 場（＇（$�いて ， その場 を 守 る ， いいかえれ ば
その場で 左 く てはな ら念い存在K 左 る こ とが重要です。
その と と がひ い ては社会全体K貢献す る と と K 左り，
社 会 全体K沿いて 必要 左 人材 と 左 りう る の です。 是非 ，
卒業後は と の ζ と を心 K 留めて活躍 さ れ る と と を願っ
て公りま す。
。吋
卒 業 生
一 私 の
卒業生諸君， ど卒業 主？めで と う。
諸君が／J、学校K入学 してか ら 1 6 年の長い間， 心身
と も K健全K， よ く 遊び， よ く 学び， 乙込K人生楽昼間
の序曲がなわ らん と してい る。 そ し て 今， 諸君一人一
人の新し い人生の幕が切 b 落さ れ ， 生涯Kわ たって 生
き 続け る 創造的な道を求め， 拓いてい く べき 岐路K立
ってい る と 言え る 。 自 ら考え， 自 ら 行い， その責任 を
自 ら背負ってい く こ と Kなる の である。
諸君の なり た つ社会は ， 国の 内外を 問 わず激動の情
勢Kあ る。 学校教育 の現場 も ， 今 日 の あわ たY しい社
会情勢か ら隔離さ れ る こ と は で き ない。 校内暴 力， 犯
罪， 非行， ま さ K戦場の よう Kす ら 思わ れ る 。 ζ の よ
うな状況下で，教育の問題は今や国家 的問題 と して，
六・三 ・ 三制 の 見直 しなどの学制その も の K 目 が向け
られる よ うK 左 る ま で K いたっ て い る 。
さ て ， 最近私はあ る 中学校の 先生か ら ， 生徒 の 生活
の様子や校内暴 力 の実態を 聞 き ， そ のあ ま りK物凄い
の K驚い た。 と の よ う 左 生徒を教育す る教師を ， 一体
どの よ うK養 成す れば よ い のだろう。 家庭 と 学校が責
任のなすりあ い を して も 始ま らない。 と の よ う 左 教育
現場を よ く 認識 し て， その根源をみつめ 左 け れば左 ら
ない と と を 痛感 してい る。
以下 K昨今私がJレK念願してい る と と を述べて諸君
への鎮の言葉 と した い。
人間 の環境 を剥奪さ れた野生児， 中 で も 狼K育て ら
れたこ少女の話は， 一 方では作り話 でないか と 展開を
も たれ， 真偽の 決着はつ いていない。 しか し次の こ と
は 私の 友人が話 し て く れ た事実であ る。 赤ん坊 と 犬 と
を一緒K して育て た と と ろ， 犬 と 同 じ と と をする よ う
K在 っ た。 食べ物を横か ら取ろう と する と ， 犬 と 同 じ
声でう在った と いうの であ る 。 乳幼児期Kは犬の如 く
K も ， ま た狼の 如 く K も 育て る と と がで き る と いう と
と を， 諸君は何 と 考え ら れるか。 狼少女の話は， 一方
では 人間 の順応の能 力 の すば ら し さ を 意味 し， 狼の 中
で育て ば狼 の 姿K 育つ の であ る。 しか し一方 ， ヒトが
に
ね が
目白
ν3 一一
る
教育学部長 大 津 欽 治
人間 K 左 る ためKは， 人間 と 左 る環境が絶対K必要 で
あ る と と を教えて い る 。 私達は人聞の心， 人間K しか
育たない心を育てな く ては念 らない。
－親狼K なる 左かれー
次K知識を豊富K も っ と と は人生を 楽 し く す る。 し
か し， 乙 れ を 人間同志の 心の調和K も 役立て る能 力，
即ち知恵をあわせも たない と と Kは， どうK も 左 ら念
い。 人の人た るゆえんは， 人類が homo sapiens と
して も つ特有 左理性的精神， 知性Kあ る 。 自己を顧み ，
至 ら ない 自 己を 自 覚す る と と は， 同時K他の個 性を尊
ぶ ζ と K連左 る であろう。 ひ と の教え， 子供の 個 性 ，
子供 の話す こ と を受け入れる耳や 目 を も っ と と が ， 教
師 と して の 第一歩であ る 。 師弟同行 と いう こ と ばがあ
る。 先 人は 「 ま と と の受容者は ， 最後Kは 自 分 自 ら 産
み出さ ね ば 左 らぬJ と いう。 共K行い ， 喜 び ， 悲 しみ，
共K成長する と ζ ろ K探い共感が生れ るであろう。
ー も の知りだけ の先生K 左 る 左かれー
ま ず子供の 名 前 と 顔 を覚え よ う。 子供を知る Kは ，
子供 の環境を 知 b ， 子ど も の 育ち を 深 く 読み と ら念 く
てはな ら 左 い。 特 K母親の 愛情 の念かで育った かどう
か，そして子俳句D長所， 美点を見出すこ とK努力しよう。 か
く すれ ば子 供 を 見る 目 が聞かれて く る 。 相手の 欠点 を
見ょう と する 者の 目 は曇 b ， 子供 の心を読み と る こ と
は で き K く い。 子供の 良心を見出す と と K よってそれ
は さ ら K 太っ てゆ き ，欠点は 次第K痩せて い く 。 美 点
を読み と り， ほめ る と と が で き れば， 訟の ずか ら ， 叱
らなければな らない事柄がは っ き り して く る。 子供の
心を傷つけた 時， それは生命 の危険Kつながる行為で
あり， 責任 を 果 さ 左かった時 ではないだろうか。
ーほめる愛情 と 叱 る権威を惜 しむなかれー
以上 ， 私の体験を反省 して， 率直K私の ねがい と し
て 述べた。 何は と も あれ， 諸君は使命感 を堅持 して，
夢 と 希望 の 実現K 向フて遁進さ れ ， 二十一世紀を担う
国 民教育の 中 堅 者K成長 し て いかれん こ と を祈念する
次第 であ る。
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卒業す る と どう念 る ？ 
同じタイトルで ， 昨 年の 卒業 生K も 書かせて も らっ
た。 と と ろが ， 祝賀パーティで 聞いてみ た と と ろ， そ
れ を読んで く れた のは ， 卒業生 2 5 6 人のうち ， たっ
た 8 人であった。 今 年は やめたい と ゴネ たが， 編集委
員の先 生が困っ た顔を さ れ る の で， 仕方念 く ま た同 じ
こ と を 書 く 。
き て ， 卒業 し たが諸君は こ の先どうま る の だ ろう。
かつて卒業 後民間 会社K就職 した経験を も っわ た く し
は ， 諸君 の 運命をつぎの よ うK予 言 で き る 。
(1 ）諸君は ， と れ で も う， つま ら ま い講義を ーた
と え ば ， わ た く し の 会社法 左 ど を 聞か左 く て も すむ。
しか し ， 今度は職場で， た と え尊敬で き 左 い 上 司 であ
って も ， その 命令 Kいや公うな しK服従さ せ ら れ る で
あろう。 職場 で の 諸君は ， しば しば ， がま んで き 左 い
人間 と のつ き 合いを余儀 在 く さ れ よ う。 そ して諸君 は
その 際， と れま で 在 ん と 左 く 軽 く 見て いた大学の 教官
と いう も の が， 思いやりのあるか 左りマ シ 左 人種であ
っ た こ と K気付 く はずであ る 。 （ あま り， 自信 が 左 い
が一 ） 。
( 2 ) と う と う「学割」が き か 左〈念 る。 映画館や 通
学定期券だけ で 左 く ， あ らゆ る 面で「学生だか ら 」 と
いう と れま で の情状酌量は失われる であろ う。 諸君 の
行為K 対 して ， 人 並み の 代償が要求さ れる と と K在 る 。
( 3 ）大学時代Kは全然、モテなかった 諸君 であ る が ，
職場ではフレッシュ・マン と して異性か らテヤホヤさ れ
る と と であ ろう。 ただし その期聞は つ ぎの 新卒が入
社して く る ま での 1 年間K限 ら れ る 。
（も）諸君 の これ か ら の 人生か ら ， あ の素晴 ら しい夏
休み ・ 冬 休み ・ 春休みは永遠K消え去る と と K 在 る。
諸君は 自 由 左 時間 の貴重さ を痛感す る であ ろう。 そ し
て 辛子そ ら く ， 無為 Kすど し た 日々 を嘆 く K違いない。
経済学部長 棚 田 良 平
しか し ， もう遅い。
(5 ) 諸君は 大学卒 と いうレ ッ テルを得 る 。 その た め ，
実体 と は無関 係 K「イ ン テリ 」 と 呼ばれる と と があ る
だろう。縁談 Kほん の 少 し プ ラ スK ま るか も しれ 左 い。
そ れだ け。
(6 ）大学では授業 を サボ ッ て も ， 他K影響を 与え る
こ と は ま かっ た。 しか し， 職場ではグ ル ー プ の一員 と
して行動す る と と K左 P ， 欠勤や遅刻はグルー プ K 多
大 の迷惑を及ぼす。 やが て， 諸君はグ ル ー プか ら疎外
さ れ る こ と Kなろう。
。）職場で は部長 ， 課長 ， 係長がそれぞれのテ リ ト
リ ーで 全責任 を負い ， 会議は長の命令伝達 も し く は 参
考資料Kすぎ念い。 そ こ では 多数法は存在 し 左 い。 左
Kか と 自 己主張が強 く て譲る と と を 知 ら ない諸君は ，
き ら わ れ ， う と ま れ， 確実K 窓際族への道 を歩む。 い
ずれ諸君は ， 赤ち ょ うちんで酔い し れ， た だ不平不満
を ま き 散 らすだけ の 男 K 左 り下る だ ろう。
(8 ) 大学で の上級生は 生涯先輩であり ， 同級生は生
涯同輩 であり， 下級生は生涯 後輩であ る 。 しか し， 職
場 では入社同期生や 後か ら入社 し た者が諸君 の 上 司 と
左 b ， 諸君を命令 ・ 支配す る と と が少左 く ま い。 諸君
はその屈辱Kた え ら れる であ ろうか？
と も あれ， い ま や， 諸君口それぞ れ 自 ら の 運命 を 選
択 し た の であ る 。 諸君 は ， 大学K沿いて 4 年間 （ 人K
よっては， も っ と長〈 ） ， 本来在 れば勉学Kあ て ら る
べ き エネ ルギ ー を か 左 b未使用 の ま ま 蓄電 して き た。
と の巨大在エネ ルギーを放電すべ き と き が き た の であ
る 。 一度 き りの 人 生。 思い切りやっ てみ よ うで は 左 い
か。 再見．／／
（ 合わり ）
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卒 業 生
富山大学理学部は 第 3 2 回 の学部卒業生 と 第 5 回 の
大学院研究科修了生を社会へ送 り 出す こ と K 左 り ま し
た。 自 然科学の最 も 基礎 的在学問を 修めた将 来有望 の
諸君であ タ ま す。 先づは， 心か ら 会めで と う と 申 し上
げま す。
諸君が今旅立た う と す る 社会は， 諸君の も っている
可能 性K大 き な其栴 を か けてい ま す。 社会は，進取の
気性，固定観念K と ら われ左 い柔軟な物の 考え方， そ
して ， 自 然科学の分野で特K 若い う ちK発揮さ れ る独
創性を 最 も 必要 と し て い ま す。
或心理学者の「独創 と 年令J（！（ついて の研究 K よ れ
ば， 人間の も つ独創性が発揮さ れ る の は 自 然、科学の 分
野では 3 0 才代が 中 心である と の こ と です。 湯川，朝
永 ， 江崎等のノーベJレ物理学賞 受賞 の輝か し い業績は
と れ等の 人達の 天分 も さ る と と念が ら若い時代の 並々
左 らぬ努力が 生んだイ ン ス ピレーシ ョ ン Kよ る も の で
あ り ま す。 ま た ， 碁 ， 将棋 ， オセ ロ等 の 知的競技 の 世
界 で も 若い 世代の 活躍が 目 覚 し く ， コ ンピュータ ーの
プログ ラ マ ーは 3 0 才 を 過ぎ る と 急速K 開発能 力が衰
退す る と 云われてい ま す。 と れ等 は 極端な例ですが ，
贈 る
理学部長 中 川 正 之
一人一人が持つ天 分 K差があって も その伸びは若い 間
Kそのピー ク がある と と を示 し て い ま す。 諸君が と れ
か ら進 も う と する 道は様々ですが， それぞれの職場K
沿いて 若い間K持て る 天分を存分K 発揮する よ う K努
力 し て欲 しい も の です。
大学ではそ れぞれの専門分野の履修を 通 じて物の 見
方，考 え方 を学びま した。 特 K最後の 4 年次のーク年
は短い期間で はあ り ま し たが， 卒業 研究を や る こ と K
よ って ， 物事を充分K理解す る Kは如何K基礎 的学力
が重要で あ る か を知 b ，更 K，小さ な創意，工夫をす
る K さ え も 大 き 左 努力 が必要である と と を知った と 思
い ま す。
諸君が社会K出てどの よ う な仕事Kっ と う と も ， 常
K問題意識を持ち続け，物事を安易K鵜呑みKせず 納
得ゆ く 迄徹底 的K研究する と と が大切です。 と の よ う
な努 力の蓄積が新 しいアイデア を 生み，仕事の大 き 念
発展 Kつま が る も の と 考え ま す。
ど う か 2 0才代， 3 0 才代に人生の最重点 を置 く 心
構えで社会へ の新 し い出発を して欲 しい と ，思いま す。
卒 業 生 の 皆 さ ん へ
工学部並びK工学研究科を卒業さ れ る 皆さ ん， ま と
と （！（：！..， 目 出 と う ど ざいま す。 ま た長い間 皆さ んを支へ，
励ま してと られ た ど両親や ど家族の方々 K も ， 心か ら
な祝を 申 し上げ たい と 存 じ ま す。
さ て， 皆 さん は十数年K も 及ぶ学校生活を無事終え
ら れて，聞 も 左 く 初心も 新た K ， 希望 K燃え て実社会
K巣立ってゆかれる わけであ り ま す。 ま と と （！（：！..， 目 出
たい次第で，皆 さ んの今後 の ど発 展 と ど多幸を ， 心か
ら願ってやみ ま せん。 しか し皆 さ ん を迎え る社会は，
月 並左 言 い方 ではあ り ま すが，ま こ と に波風荒 〈 多事
多 難であ り ま す。 時れの門出 K水を さ す よ う 左 言い 方
で恐縮です が ， こ れか ら の皆さん を待ち受け てい る も
の は， なそ らく怯 様々 な形の 挫折 と 逆境であ ら う と 申
し て も 過言では 左 い で し ょ う 。 やる 気の念い人は論外
と して， 自 分 左P K懸命 K 努 力 して いて も ， 事が思い
通！＞ （！（運ぶ乙 と は，ま ず 少い と 言わなければ左 り ま せ
工学部長 位 崎 敏 男
ん。 左 Kか し ら ， ど こ かで必 らず壁Kあ た る 。 残念左
が ら， と れが社会生活の現実であ り ま す。
しか しま た，逆 の観点か らみま す と ， そ う し た挫折
や逆境があっ て とそ人聞は鍛え られ ， それを乗 り とえ
る 所K人間の生長がある と も 言え る わけ であ b ま す。
要は壁 を さ け て易 き Kつ く か，ある いは苦 し く と も 壁
を乗 b と え る ための手だて を尽すか。 そ と が問題 であ
b ま す。 ま たそ う し た逆境で， 皆さ んを 支 へて く れ る
も のは ， 一体なんで しI う か。 も ちろん人夫々 で，簡
単 K答 の出 る 問題ではあ り ま せんが， しか し矢張 り 一
番大切な も の 口，人生や仕事 K対す る皆 さ んの 夢 であ
り ， 志では念いか と 私は思いま す。 「青年 よ 大志 を い
だけ」左 ど と 言い ま す と ， い か に も 時代めいて き ま す
が， 夢や 志の念い所K，生甲斐や充実感 も ま た生ま れ
ないζ と は確か であ ら う か と 思 いま す。 い さ h沙諸釈迦
K説法 と は左 り ま すが， とれか ら社会K出 ら れ る 皆 さ
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んK， 困難を恐れず， と れK果敢K挑戦す る気力 と 活
力 と ， そ してそれ を 支へ る 大 き 左 志 を 是非期待 したい
も の と 思い ま す。
所で， 久 し く 低迷を続けて き た 日 本経 済 も ， ょうや
く明る さ が見え始め た と 言 われて は なり ま す が ， しか
し世状は依然と し て昏迷 と 緊張を 深め てな b ま す。 内
Kは行政改革や財政再建 ， 外Kは 世界不況 と 貿易摩擦
等 々 の重苦 し い難聞が山積 し て なり ま す し ， 企業は技
術 革新と体質改善のはげ しい嵐Kあえ いで なりま す。
ま と と K 多難念時代でありま すが， しか し と れ も 技術
を核 と し た ， 新 しい社会や産業 の構造を模索 す る た め
卒 業 生
経営短期大 学部の卒業生の 皆さ ん ， 卒業合めで と う
ど ざい ま す。 皆さ んは， その大部分が勤労者 ・ 社会人
で ， 職場での 8 時間の労働 を終え ， あるいは就職 し て
いない人 で も 何 らかの 実生活をすま せて ， 夜は大学K
き て 約 3 時間 の 勉 学K はげむ と いう生活を 8 年 間続け
て と られたわけですか ら， その労宙ま非常K大きかった と と
と 思いま す。 労働の疲れをのりとえ， 遊 びたい休み たい
誘惑に うちか つ て卒業をかち と ら れた こ と K敬意 を 表
したい と 思いま す。 と の働 き なが ら 学ぶ と い う 試練 を
のり とえ た と いう と と は ， 皆 さ んの と れか らの 人生K
必ず貴重左経験 と して活か さ れ る で し ょ う。
さ て ， 皆さん倍， 夜 K大学で勉強す る負担がな く な
って ， 仕事 K専念 で き ， 好 き な と と も や れる と 思っ
てほっ と して い る と と でし ょ う 。 そ ζ で ， 皆さ んの卒
業K際 し て ， 二つ の と と を のべて な き た い と思いま す。
第ーは ， 卒業 は 8 年 間 の 課程の修了であって ， 実生
活で の 自 立 した勉 学へ の旅立ち であ る と いう こ と です。
卒業 K よ り ， 学ぶと と を 他人か ら強制さ れ る と と は 左
〈 左りますが ， 学 び続 け る か否かは人聞の一生K 大
き ま 影響を与えま す。 経営短期大学部は ， 社会科学K
関す る 勤労者教育機関 ですか ら ， 労 働 と 学問 を統一的
K行う こ と を 教育理念 と して い ま す。 学聞は ， 働 く た
めの知識や技術を 養い ， 労働の 目 的 を 真理K近づけ る
ためK行う も のであり， 労働同学問 と 結 びつけ る と と
K よりその価値は 高め ら れ る。 それゆえ， 学問 を現実
と の 関係で考え ， 労働 を 学問K近づ け る ζ と が重要 と
考え ま す。 特K ， 社会科 学は ， 社会現 象 を対 象 と す る
も のですか ら ， 真 の 学 習は仕 事や社会生 活の 中にあ る
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の ， さ け られ 左 い試練であ る と も 言え ま す。 し たがっ
て この昏迷の 時代も ， 見 方をかえれ ば ， 新 し い時代を
目 覚 して，果敢K挑戦 す る意慾あ る 人達 K は ， 多 く の
活躍の 場 と 可能性 を与へて く れる 時代 と も言えるでし ょ
う。 と の よう念意味 で同 ， 多難ではあるが ， 多 く の 可
古制生を含 ん だ と の 時代K ， 技術者 と して の ス タ ートを
切 られ る皆 さ んは， あ る 面ではま と と K仕 合せであ る
と 言え る か も 知 れません。 若い柔軟な頭脳を 思いっ き
りぶつけて， 自 分 を試 して載 き た い も の と 思いま す。
皆さ んの健闘を 心か ら 期待 して bりま す。
望 む
経営短期大学部主事 松 嶋 道 夫
と いえ ま す。 大学で教え る と と は ， そ の考え 方や方法
が中心ですから，職場や社会生 活 の場では， 自 ら の判
断で応用 し て い く しかありま せん。 卒業はその よ う 左
力が皆さ んKある と と を認 め る わけですが， それ は同
時�. 自 立へ の期待が ζ め られ ていま す。 科学技術 の
進歩は め ざま し く ， 社会 ・ 経済は たえず変化 し発展 し
ていま すか ら ， 学ぶ と と を忘 れ た ら時代�:t� く れて し
ま うで し ょ う。 それゆえ ， 卒業後 も 学 び続け る意慾を
失わない でほ しい。
第二K ， 自 分 の 社会的存在Kつ い て 目 をむける と と
です。 自 分の 仕事や生活の と と さ え よ ければよ い と い
う と と では 左 く ， 自 分 の生 き 方 を社会の 人 々 と の 関係
で考える こ とが重要である と，思ーρます。 皆さ八kま， 現代社会
の複雑左前台村宜斉の し く みの中K生 き ているのですカも，
自 分だ け他人 と かかわり念 しK生 き る と と は 不可能で
す。 自 分は 関係 左 い と 思っていて も ， 知 らない と と ろ
でつ左がり， 影響 をうけていま す。 それゆえ， 社会の動 き に
関 心 を も ち， 人々の く らしゃ平 和の 問題を 自 分 の仕事や
生活と結び三村て考えるこ とか重要である と 思いま すb特�.
今 日 ， 世府立激動してl:,�.!'J，戦後 3 0数年綿ρた平手助述。ー
やかされかねない状況;/J生 じていま す。 果し7まい大匡め軍拡
競争K よ P ， 核戦争の危険が増していま すが， 日本もそ心一
方の大国と 安保条約を絡んでいますか ら， 無関係ではおれ ま
いでし ょ う。 そし て ， こ の よ う 左 平和の危険が ， 私達
の く ら し の 問題 K も 強 く 影響 を 与え て い ま す。 防衛予
算は増加し ていますが ， 福 祉 ， 教育 左 ど国民生活 Kか
かわる予算が き りつ め ら れ，教育改革 K よ り教育の統
制が強 め られ よう と し てい ま す。 皆 さ んは ， と れ沙諸
ら の社会の担い手ですか ら ， こ の よ うな 問題 Kついて
も 関心を も ち ， 自 分の生活と結びつけて考える ととが
重要で あ ると思いま す。
卒業という こ とは ， 自 立 し て実践的K学ぶ責任， 自
分 の ととだけで な く 人足の く ら しや平和 の問題 Kつい
て も 自 ら対処 してい く 社会的責任が生 じ る ととを意味
しま す。皆 さ んが経営短期大学部で学ん だ ζとを基礎
K， 自 立 し た社会人と し て一層成長さ れる ととを期待
する も のです。
口口口昭和5 8年度停年退職者口口口
教育学部 文部教官 教授 田 中 久 雄
ff ff H 鶴 木 利 雄
工 学 部
ff 
ff 
ff 
H 四 谷 平 治
H 広 田 実
工 学 部 文部激官 教授 中 川 孝 之
ff ff 講師 南 立 作
教 養 部 ff 教授 岩 田 弘
停 年 退 職 に 当 っ て
体 育教官の立場か ら ー
昭和 2 3年 4 月 K 富 山師範学校K奉職 して と の 方36
年間， こ の五福 キャ ン パスK 通っ た ととK 左 る 。 当 時
は今の人文学部の 所K ， 空襲で焼け残っ た兵舎が あっ
た。富 山三 十 五連隊の 第一中隊の兵舎のみ で ， 暗 く て
狭い二階建 の頑丈な宿舎の 中 で授業 した ことが，昨 日
の よ うK思い出 さ れる。
戦時中は ， 運動場は 勿論，校 地の空い た 所は総て耕
さ れて畑 K な っ た も の で， 疲弊 し た戦 後の 国 家予 算 で
は， 体育館は無論，運動場の建設費ま で来 左 かっ た。
仕方な く 学生たちの勤労奉 仕 で今の 経済学部の あ る 所
VC 4 0  Omの ト ラック を作 b ， 授業や ク ラフ・活動 を行
っ た。雪中演習場ま での練兵をす る砂矛Uっ 原で，石 と
ろ を か き 集め埋め込んだ b ， 構 を埋めて均 し たり し て，
上り下りの馬の背の よ う 左 走路 を 作っ た。それが経済
学部の新設で今の理学部の 所K移っ た の を手始めvc.
理学棟建設 ・ 学生会館設立 ・ 薬学部移転 ・ 図書館建設
とその た び こと vc 5 度 も 場 所を変え ら れ，とうとうキ
ャ ンパス後方の現在地K移 さ れた。
2 万坪の連隊跡は， 教育学部の敷 地と して構想、が立
て ら れ， 中 K 同居 し て い た附属幼 ・ 小 ・ 中学校 を五艇
の現在地K移転 した 程左 の K ， 経済学部 ・ 大学本部 ・
文理学部 ・ 薬学部と入って き て ，密集 ・ 密接の大学K
な って し ま っ た。移転問題 も 出な いで，た だ 運動場を
押 し出すばかPの発展性の 左 い ， 計画性の 左 い大 学 で
教育学部教授 田 中 久 雄
は情 な い。
学園 の活気は 構成員の活力K あり， 学生 ・ 教宮 ・ 職
員の 活力は体力の如何K よ る 。体力は単な る 観念 で な
い。 運動 ・ 活動す る こ とK よ って 確かめられ，作 られ．
高め ら れ る も の であ る。その ためKは運動する 場所 を
用意する と とが第ー で ， と のエ リ ア サービスの ための
大学全体の強 力 左 機構が必要であ る。 その施策K基づ
いて ， 運動す る場 ・ 体育館の 確保が先決 で あ る 。
何 を ・ どの よ うKゃ る か の プログ ラ ム サービスの 面
Kついては ， 専門家の 体育教 官が 当 る べき であり， 学
生 自 身 の プ ログ ラ ムは 体育講義か ら発展すべ き であり，
単在 る教養講 座的な も のや ， 趣 味だ け K終る よ う左 も
の で は，価値が低いと云え よ う。
先vc ＼＼富 山 県スポ ーツ 百年史 （ 高橋勝正編 ） If を ひ
も といて い た ら ， 小生の子ど も の 時の記録 を見つけ、 た。
昭和 1 0 ・ 1 1 ・ 1 2 年 の県大会 ， 1 2 年第二回北陸
三県対抗陸上競技大会vc 2 oom低障害K何れ も 優勝
ま たは新主張 でるっ た （ 旧姓大畑 ， よ いま織 で 左 い ） 。
ス プ リ ン タ ー だ、っ た の K障害 走 K廻 さ れた の は，当 時
心臓 を患っ て いたか らで あった ととを思い出 し た。 脚
気を病んでいたのK運動を続け た為K心臓が辛子か し く �
b ，結滞ま でする よ う K な っ た。結滞とは脈牌が一時
止ま り，あと激 し く 拍つ も の で ， 眠っ て い る 時K 起 る
の で誰 も 判 ら 左 い。 全身 K何と も 云え 血違和感 ・ 虚脱
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感 ・ 圧迫感 を伴い ， と れで終り か と 思 う と と が何回も
あ っ た。 当 時はm人生 5 0 年 H と 云われる 時代で ， と
れでは 永 ら く 生き れ念いだ ろ う と 思 っ てい たっ
母は 4 6才で亡 く 左 っ てい た が ， 父は8 4才ま で生
き た。 2 人合せる と 1 3 0 才 と 左 り ， 遺伝的K考え る
と そ の 半分 の 65才が丁度今 の 年 で あ る こ と か ら ， ζ
れか ら の私の 人生は一年一年儲け も の と 左 る。
それ K し て も ， 体育 と はUか ら だHをよ く す る も の
で あ る べ き な の km勝つ H ための ス ポーツをや っ てい
て何時の間K か体が蝕ま れてい た と は ど う し た こ と か。
退 官
い よ い よ ，昭和5 9 年 4 月 K退官する こ と K在 っ たっ
昭和 1 3 年 8 月 K教員Kな っ た の で ， それ か ら 実VL 46
年と い う 永い 間 ， 約半世紀K な ろ う と して い る。 過 ぎ
去 っ た昔は全 く 夢の よ う で ， 教員K な っ た の が昨 日 の
こ と の よ う K思わ れて な ら 左 い0 4 6 年間 も ま あ勤め
さ せ て も ら っ た も のだ と ， 自 分左 が ら驚 いてい る 次第
であ る。永い間， 種々 な世話K な り 心か ら感謝申 し上
げ た い。
私は ， 昭和 1 3 年 8 月 ， 富山 県師範学校を卒業後，
小学校 ・ 高等女学校 ・ 中学 校 ・ 高等学校 ・ 大学と い う
よ う K ，転勤す る たびK校 種の 違 っ た学校K勤務 し た。
即ち ， 言｜｜ 導 ・ 教論 ・ 助教授 ・ 教授 ・ 校 長と い う よ う に
身分 の 変動が あ っ たが ， 教育者で あ る 私が， ζ れ らの
種々 の違っ た学校 ， 小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 と して一貫 した教
育体験 を得 る こ と ができた と と は ， 大へん幸で あ っ た
と考えてい る 。 今度 4 月 退職後 ， 幼稚園長K 在 っ てほ
し い と い う 要請 も あ る の で ， 未経 験の幼稚 園K も 勤務
で き る の で は ないか。
昨 年 1 2 月 2日 ， 教育実習運営協議会が ， 教育学部
で開催さ れ たが， そ の席上， 教育 実習協力校の校長か
体育の手段 と し て のスポーツをn行 う 態度 H 知何が ，
体育 と な っ た り 反体 育 と 在 っ た り す る 例で ， 誰 も が気
をつけ ねば な ら 左 い ζ と で あ る。 面 白 い ・ 挑戦 する・
克服す る な ど，感性か ら 出発するスポー ツ を行 う と き
の知性が ど う で ある かの感性 と 知性 と の かかわ り 合 い
の問題 で あ る 。
こ の よ う K来 し方 ・ 行 き 方を思 う と 問題ばか り 頭 K
浮び， 今停年 でや め るんだ と の 実感が湧か な い。 よ き
大学 ・ よ き 学生K 左 る よ う K， 後K続 く 人K托 し ， 信
じ てい ま す。
寸 ；惑
教育学部教授 鶴 木 利 雄
ら． 「 教育実 習生の板書の宇が下手で困る。 も っ と う
ま く 左 ら 左 いか。 J と い う 発言が あ っ た。 教育学部の書
写 書道教育 を よ り充実 してほ しい と い う 要望 で あ る よ
う で ある。 書写書道担当者と して 全 く 汗顔の至 b で あ
っ た。 退官を 前K し て ， 今更左 が ら指導の 充 分でなか
っ た と と は探〈反省 してい る。
昨年 1 2 月 2 7 日 ，第二次中 曾根 内閣が発足 し た。
中曾根 内閣は ，教育改革 を施政の 四 本柱の 1 っ と し て
打ち 出 し ， 教育 改革 K対 して意気込みの強い と と ろ を
みせてい るo 臨時教育調査会 （ 仮称）を設けて， 学校
制度 ， 偏差値依存， 共通第一次試験の改革 ， ま た ， 情
操教育 ， 道徳教育の充実 ， 教員の養成， 採用 ， 教員の
資 質の 向上念 ど， 種々念問題 Kつ い て 改革 の構想を も
っ てい る よ う であ る。教員免許法の 改正 ， 教育 実習の
期間の延長左 ど ， 教育学部の責務 と 使命 も ま すま す重
大K 在 っ て く る と と と 考え られる 。新 しい 2 1 世紀 夜
明けを迎え よ う と してい る現在 ， 教育の 原点Kたちか
え b ， 大き 左謀題K向 っ て前進 の一途をつづけ 左 けれ
ばな る ま い。富 山大学の ま すま すのど発展を 祈 っ て止
ま 左い。
定年退官 に 当 つ て の所感
未だ来ぬ 先の こ と を 考え る の は 長 〈 見える の K ， 過
ぎ去 っ た事 を振 り 返え る の はほん と う K短かい気が し
て な らまい。大学を卒業 し て直ちに旧浜松工専 （ 現静
岡大学工学部 ） 講師 と 左 り 教職K 身を投 じ て 4 1 年 6
工学部教授 四 谷 平 治
か 月 も の聞 こ の 道一筋K働 らかせ て載い た ζ と は考え
てみれば長い よ う であ る が過ぎ去 っ た今 日 か らみ る と
何だか一瞬の よ う K も 思えてな ら な い，その 閉ま あ ま
あの 健康K恵ま れて教育 と 研究K終始 して働 ら い てい
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る う ちK， ま だ ま だ と ，思っ て い た定年退官 が も う すぐ
目 の 前Kや って き て い た と い う のが実感 で あ る。 と う
い う こ と が言 え る と い う ζ と が天の 恵みK浴 し た と い
う の か な と 思い有難い こ と だと考え る の で あ る 。 平穏
無事K暮 ら して き た と い う こ と が人間の 幸せKつまが
る も の で あ ろ う か。
そ う 結言っ て も も 0 年余 り の教師生活の 1 コ マ 1 コ
マは精一ばい K生き て き たつ も り であ っ て決 して平担
念道ばか り では な か っ た。 大づかみK言え ば何 と い っ
て も 大平洋戦争 と い う 日 本の官 し た失策はその後の敗
戦 K よ っ てわれわれの 学園生活 K も の しか 込 っ て大 き
くゆすぶ られ た と 言 う と と が 出来 よ う 。 期間 中VC: 2 回
の 大 き 左 波の う ね り をか む っ た時期が あ っ た よ う K 思
う 。 lつは 戦時 中 K学徒動員 と 称 して学生が学園を離
れて戦争の前線 K又は軍需工場K配属さ れて生産の 戦
列 K 立た さ れ た 時期で ある。 昭和 1 8 年 か ら 2 0 年K
かけての こ と で ある 。 私は当時旧長野工 専 （ 現信州大
学 ） VC:勤務 し て いた の で あ るが 学徒動員K よ ってJll崎
市K ある肌東芝の 工場K学生 と 一緒K派遣されて電波
兵器の生産K従事 した も の で あ る。 昼は工場で働 ら き
夜は東京 の大森の会社寮K沿いて 学生 と 寝食 を共 K し
ながら毎晩 2 時間づっ疲 れ た 身 体で専門の 電気工 学の
講義 を し た と と が思い 出 さ れ る 。 そ の後工場1爆撃で
や られてさ んざんな 目 K あ っ た。 い わゆる軍国主 義の
時代で あ っ て学 生は 勉強する と と が殆んど出来 な く て
学園生活は その本来の機能を停止 し て し ま っ た の であ
っ た。 乙 れが戦時中 2 ' 3 年続いたのであ る。 も う l
つは昭和 4 3 年か ら 数年間K亘っ た大学紛争の勃発で
あ っ て今 で も 記憶 K生々 し い， わが富 山大学Kないて
も あの数年間 は苦 難の時期で あ っ た。 一 部の 学生から
提起さ れ る要求は極めて ラ ジ カ ルで あ っ て われ われは
それK直ちK対応出来 る も の では到底－左かった の で あ
る 。 またその解決の方法論に沿いて も 極端な も ので あ
っ た。 ス ト ライ キ （ 授業放棄 ） が相継いで起こ り 全学
大衆国交を 行 っ た事 と か， 大学本部が一 部学生 K占拠
さ れた と かいろ い ろ あ っ て今思い 出 して も 記憶 に生々
しい。 当時は 大学教官は こ の よ う 左 事 態K未経験な こ
旅 の
と ばか り で あ ってζ れ K対 して適確 な対応を 欠 き 徒K
解決 を長引かせた点 も あっ た よ う K思 う 。 学 内 K対策
委員会を作 っ て 連 日 長時間K亘って 論議を し た も の で
あ る 。 何 K して も 大学本来の 任務で ある教 育 と 研究 の
機能が失われた 乙 と は事実で あ っ て 今 日 か ら振 タ返 っ
てみれば空虚な失望感が強い と 言わざ る を得な い。 大
学紛争は 日 本の 多くの大学で更K 世界各国VC::t�いて も
勃発して一時期はフ ィ ーパの よ う K 左 っ たが時聞がた
つK つ れて疑問 と 反省が現われて次 第K平静を 取 り 戻
す よ う K左 っ た の で あ る 。
何れK も と の Zつ の わが国の 教育史上K も特筆さ れ
るで あ ろ う 時期を体験 した。 1 つは極端左 右 の 偏 り で
あ り ， も う Iつは強い左への 指向で あ っ て 本来は教育
と 研究 の場で あ る 大学の機能が失われてい た と と は と
の両者K共通す る と と で疑 う 余地がな い 所で あ る 。 ま
あ雨降っ て地固ま る と い う と と も ある か ら苦難の体験
を経て試行錯誤K よ って大学の あ る べ き 姿を模索 し て
行 く 所K大 学の意義が あ る の だ と 自 か ら を慰めて も み
る が これは言い逃れ で あ ろ う か。
私は 最近学生部長を 勤めさ せて戴いて い る 期間 中 K
も 何回かK亘 っ て一 部の 学生諸君 と き び しい対応を し
たが， 話 し合 っ てい る と ， どの 学生 も 純真で一途な ，b
を持 っ て い る の で と れは良い こ と では あ る が l つの 物
をみ る の K あ ら ゆ る 角度か ら多 面的K見る よ う K して
く れ た ら 良いの K と つ く づく 思 う の であ っ た。 物の 本
質を究める Kは一方か ら だけ見 てい てはいけ な いの で
いろん 在 方向か らアプローテ して始めて本質K迫 る と
と が出来 る の でな かろ う か。
筆 を 走 ら せてい る う ちK次 第K標題の定年退官K 当
つ ての所感 Kふ さ わ し く な い よ う な 所へ行き そ う K 在
っ て しま っ たが この 他 K 研究の苦労話や講義の と と 学
生との交流， 課外の ス ポ ー ツなどが走 馬灯の よ う K頭
をかすめて 行 く の で あ る。 乙れ らは別の機会Kゆづる
こ と K して何は と も あ れ本学 K ないて長い間思い 出 多
い勤務 を さ ぜて戴いた と と K対 し て私 を と り ま く総べ
て の方々 ， 総べて の 事物 と 環境K対 して心か ら の b礼
を 申 し上げさ せて 戴 き たい気持で一ば い で あ る 3
人
工学 部教授 広 田 実
昭和 4 7 年1 0月 K着任 して早や 1 1 年半の歳月が う 言葉が実感 と 在 っ て身K泌み て 参 り ま す。
過ぎま し た。 今ま た 富山 を去 る K当 っ て ， 旅の 人 と い 1 1 年前， 大阪 発富 山行の 特急雷鳥K乗 り ， 窓外K
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移 り ゆ く 北陸の 風 景K胸bど らせな が ら ， 其騎K満ち
た若人の心境 で着任の途K つ き ま した。 富山 といえば
薬売 b か霊気楼ぐ らいの知識 しか左〈 ， 福井 も 石川 も
富山 も 全 く 区別念 〈 ， 一律K北陸 と い う イ メ ー ジで し
か理解 していま せんでした。
最初K 高岡駅K降 り 立っ た と き か ら ， 私 の 富 山 での
生活が 始ま り ま し た。 ま ず駅 の ホームで王手Kし た高問
弁が大変珍 ら し く ， 遠 く へ来た とい う 感 じ が した も の
です。 と こ ろが ， 年が 経つKつれ て ， あの 独得 左 ア ク
セントの 高岡弁 K も 不思議K違和感が左く な り ， 同 じ
北陸で も ， 富山 と 石川｜ と 福井では県 民性K微妙左違い
があ る と と も ， う す う す なが ら ， わか る よ う 左気が し
て参 り ま した 。
と の 間 ， 学生K誘われて立山 を縦走 した り ， テニ ス
コ ート で汗 を流 した り ， あ るいは ま た ， 教職員の皆様
と 温交会の一 泊旅行K 出掛けて徹 夜で碁 を 囲んだり 等
々 ， 楽 しい と と ば か り で した。 をた ， 厳 しい立山連峰
の雄姿や， 四季折 々 の 富 山湾や ， 木立ちK囲 ま れた昔
左 が ら の 散居村の た た ず ま い等 ， 富 山 左 ら では の 自 然
の 風物詩 も ま た 深い印象 と な っ て 私の心の中K残り ま
した。
人生6 0 有余 年 ， “月 日 は百代の過客K して行き か
う 年 も ま た旅人左9 .. ・H ・－－” ， 中学生の と き 習 っ た奥
の細道の冒頭のー句がふ と 頭K 浮かびま した。 思えば ，
と の 1 1 年 半は ， 公私 と も K 富 山の皆様の 温い人情K
育くま れて ， 全く一瞬の う ちK過ぎ去っ た夢の よ う な
年月 で した。 短い在任期間 では あ り ま し た が ， 私K と
っ て は 忘 れ る ζ と の で き 左い人生の ひ と ζ ま と 左 り ま
した。 富山 を離れて も と の 夢を 大切 Kしたい と思いま
すり
富 山K も 北陸新幹線が走 b， ジェ ッ ト機が飛来する 時
代 と な り ま し た。 テ ク ノポ リ ス 構想の実現 も 間近かで
新 しい 富 山の 夜明けが始ま ろ う と して いま す。 懸案K
左 っ てい た工 学部の 五福移転 も 始ま り ， 大学K も 新 し
い息吹 き が感 じ ら れる今 日 と の 頃です。
何時 ま で も 今の 富山 であ っ てほしい と 願 う 一方 ， 北
陸の 富山 か ら 日 本の 富 山 ， いや， 世 界K羽ば た く 富 山
へ と 発展して も らいたい と 願 う 心 も 切な る も のが あ り
ま す。
富 山 K限 り な い愛着を も っ旅 の 人の 願い で あ り ま す。
大志と勇気を も っ て
私は戦前の 学校教育を 受け ， 卒業後名 大工学部航空
学教室設立 の 折助手 と して3年余 り ， 相次い で海軍士
官 と して 太平洋戦争の と き 横須賀海軍航空隊K沿いて，
その頃先端の電波探知機の 整備 を 担当 ， 戦後新設の 高
岡工 専 ， 新制富大工学部勤務 と い う 変遷 を 経て今 日 K
経 っ た 。 と れ ら の社会環境が変 る 毎K， 不思議K T 新
設 （ 創設） とい う 基礎確立の務め を 果すべ き 部局K配
置さ れた。 と の 間 ， 最 も 苦しか っ た 時期は ， 戦 後1 0 
年間 の 高岡工専 と 富大工学部勤務の と き で あ る 。 設 立
当時は設備 が無く ， そ の購入費用 も 皆無K等しか っ た
の で ， 兵器廠 よ り 廃物兵器 をゆず り 受け ， 兵器 の 中 よ
タ必要部品を 分解収集 し ， 教育用実験装置K改造し使
用 した思い 出が あ る 。 私は 当 時ま だ 若く ， 環境 が変 る
毎K与え ら れ た仕事は 天命 で あ る と 考 え， その意義と
責任 と を 自 覚し， 努力 と 実行K 心 掛け ていた。 と の事
が積み重 左 り 今 日 ま で苦難K出合 う 毎に私K勇気が与
へ ら れ た と 思っ ている 。
ど く 最近 ， 独倉明生 ， 創造性と い う 言葉が種 々 の 分野
K わた り 新聞や ， テレビ等 で報 道さ れている 。 過 去 ，
工学部教授 中 川 1孝 之
理化学研究所 長で あ り ， 叉私の母校の校長大河 内正敏
博士は ， 理化学 研究所員や ， 我 々 学生K 対し， 文各種
報道機 関 を 通 じ て“科学す る精神” の緬養Kついて説
得さ れた。 その意図は ， 日 本近代化の為K は独創性 あ
る 発見 ， 発明左 く し て欧米K伍してゆく と と がで き な
い と い う と と で ， 欧米各国が保有している 天然資源 K
比べて 日 本は 極めてその資源が乏 しい事を認識し て b
ら れ たか らで あろ う 。 当 時の と の言葉は現代の 独創性 ，
創造 性を も っ 研究 と い う 表現Kほか念 ら 左い と 思 う 。
戦後 日 本 の 工業生産技術の 進歩は ， 工業製品 の輸出
急増を も た ら し ， 貿易摩擦K ま で発展して来 た と 考 え
ら れる。 さ ら K詳細K考え る と ， 欧米の独創性を重視
し た研究 K対し， 日 本では 多量生 産を目的と し ， その
研究 内 容は 改良開 発 ， 既存才支術の組合わぜ を基礎 と し
て い る 点が現状で ， 欧米のそれ と は異な る 点 で あ る と
言われ ている 。 それぞ れの特徴あ る研究は 互K協調し
合い ， 人類が文化的生活を享受す る た めには， 乙 の協
調性が重要で あ る と 考え ら れ る が ， 民族問の経済問題
は 民族感情の 問題K発展し， さ ら K政治問題化 さ れ ，
nu 
本来左 ら平和左 世界 と 左 すべ き は ずの 努 力 が ， 常K 問
題を 生ず る よ うK念る のは何故で あ ろうか。
戦後， 急速K 発展 した 自 動制御部門K念け る 研究は，
省力化， 多量生産技術K応用さ れ，特色あ る 日 本の 技
術開発の研究 と 相ま っ て， いま や コ ンピュータ の d恩恵
を想像以上K享受 して い る 時代 と 在 っ た。 と の よ う左
状況 の 中 で ， い ま とそ経済問題K端 を 発 し，民族間感
情 を 悪化させ な い よ う な 既存の概念 と 異左 る 独創性の
ある仕事K従事 し，そ の 望み を達成さすための 勇気 あ
る努力が大 切 と 考え る。
定 年 を
退職K当 り 投稿 と の 事 ですが ， 特K 書 く ζ と も 左 い
よ う ですが ， 考 え て 見ま す と 奉職致 しを して三十年余
!? vc な り ま すが，つい四， 五 年前 の 様左気が し ま す。
長い年 月 を 諸先生や事務関係の 方 々 文学生諸君K も
御迷惑を かけ ， 文御指 導 を賜 り 今 日 K到 っ た事を 心か
ら感謝 と 共K厚 く 御礼申 し上げま す。
古い言葉 K予は仕 事K 追は れず K ， 仕事を追ひかけ ，
常 K仕事 を 完全 に 統 御 し て ， 仕事の奴隷K 左 ら左 い
やうK努めてい る 。 凡そ人聞は ， 自 分の 仕事 を 完 全 K
感 謝
劣等 感K虐 ま れ終始戸惑い勝の私を三十余 年変らぬ
温情で 見守 D下され必要 な 時扶披善導の労を惜 ま れ左
か っ た先輩同学の 諸先生及職員各位K先ず厚 く な礼 申
上ま す。 特 K健康Kは 自信の あ っ た頃 の私が昨 年六月
慮らざ る Kう と ま し き 病 名 の 宣告 を受け一ヶ月 半入院
し病院の行届い た看護K よ り 幸再生す る を得ま し た際，
皆 々 様の御丁重 左 b 見舞 と 鼓舞激励を 賜 っ た御思は終
生忘れ得左 い思出です。 三十年 ， そ の 間K世界情勢 ，
圏 内情勢 と 共K 学内で も い ろ い ろ の と と が あ り ま し た。
私が来た 時 ， 連隊跡の敷地K教育学部が兵舎 を襲用 し
ていま した。 古 い建物 で ， 大建築林立す る現在の壮観
K比較 して多少の感情を禁 じ得ま せん。
如何 な る縁か哲学倫理美学 関係、 の知己K恵ま れ左 が
らそ の 方面の素質が白痴的 で あ る私が数学 を選んだ の
は誰 の 目 K も 冒険で した。 しか し私は 他の 方向へ進ん
と
私 自 身は敗戦後 ， 国の再興 を 目 的 と して， 故郷 で社
会環境の 推移K 応じ 自 主性の あ る仕事を行な う と と
K努め たが ， 目 的達成K時聞がかか り 過 き たばか り で
な く ， ま だま だ不十分で あ る と 反省 して い る。 間 も な
く 工学部が 富 山へ移転 し ， 富山大学が名実 と も K綜合
大学 と 在 る。 若い学 生諸君／私が夢見たが果 し得左 か
っ吃事 の多 か っ た事を思う と き，そ れぞ れ の 分 野 K大
志をいだ き ，そ の実現K勇気 を も っ て あ た られ ど活躍
さ れる よ う b祈 り する。
迎
〉｜く 東京物理学校 （ 現東京理科大学 ）
え て
工学部講師 南 立 作
統御 して い る 自 信が あれば， 気分 も 自 然K号｜っ立て来
る も の で あ る が，私 も 余生幾何が送られるか分ら 左 い
が， ど ん 左 事で も 探 し求め て進んでや る と と だ と 心が
け る つ も り です。 人聞は－vc も 仕事 ， 二 K も 仕事 で あ
る よ う 左 気がす只今の心境です。
工学部移転準備 も 進みつ込 あ り ，全学 部が富 山K統
合さ れ， 高 い ， 深い研究 と 立派 左 勉学の 場の学園 と な
り ま す様望み ま す。
後 悔
教養 部教授 岩 田 弘
だら今ιL上の不手際 を露呈す る で あ ろう と 考え る こ と
K よ っ てそ の と と は 後悔 し 左 い と と K してい ま す。 後
悔はむ し ろ 数学 を衣食の 道 と して 選びな がらそのは じ
め K心構 えが なかったζ と K あD ま す。 なそ く と も 原富
先生から「数学 の 勉 強 Kは骨 を 削 り 身を細らす努 力 を
厭つ て は な ら な いJ と いう意味の な便 り を戴い た時乾
坤ー榔 の 決意が私Kは 必要だ っ た の です。 しか し「 数
学 と いう も のがそん念大変左 も の 左 ら私は 道を過っ た
の だJ等 と 冗談K紛 して真剣�vc考えま せんで し た。 恩
師であ り 上司でるった 練達の 数学 者先生K対する不遜
左態度は い く ら責められて も 忘 れ得る も ので あ り ま せ
ん。 唯冷 た い 演 鐸 の積上げK過 ぎ 左 く て も 仕 方が な い
と 思 っ て いた と の 学聞が実 K 美 し い定理 を 多 く 包蔵 し
て い る と と は， 少年時代から美K あ と がれ る傾向が強
い こ と を 何回 と な く指摘されて い た私VCV:!幸運 だ っ た
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と 思いま す。 美 し い定理はそ の 証明 を追跡す る 努 力 を
忘れて陶然 と 見惚れて いた こ と を思い出 しま す。 「数
学は 科学の 女王 で整 数論は 数学 の女王 で あ ろう」 と い
うK. F .Gaussの 言葉程私が無条件K是認 し た言葉
は少念いの です。 あ る 友人が指摘 した如〈「 ロゴ スの
股堂で あ る数学をパト ス 的立場か ら眺め たの で は」成
功する筈があ り ま せん。 しか し才能K恵ま れず， 努 力
の意志の弱か った私Kはや むを得砲事 と 諦めて いま す。
私が実 力不足の 申訳をする 時いつ も 「太平洋戦争勃
発直後 の昭和十六 年十二 月 末第一 回繰上卒 業 と いう兵
新 任
。 松原 勇 助 手 （ 理学部 ）
（ 計算機 セ ンター勤務 ） 5 9.1. 1 
馬佳侮の時勢， 勉 強等 した く と も ・H・H・－・」等 と うそぶ
いている の で すが理由Kな らぬ事は実は 私 も うすうす
感 じて い る の です。 人間 ， 年令のみ で他人の軽蔑をか
わそう と す る 事程表れを感 じさせる事は少左 い筈です
がそ れ以外何 の取柄念 き 私を終始隔て念く談笑の 中 K
入 れて 下さ っ た為私は結論 と し て 劣等感 を跳ねの け て
『 と の キャンバスで の 生活は「面白か っ た」「 楽 しか
っ た」」 と 言わ して貰い ま し ょ う。 有難う御座いま し
た御健康 を b 祈P しつつO
教 官
昭 5 8. 3 電気通信大学大学院電気通信学研究科
物理工学専攻修士課程修了
担当 ；構造化学 （ 情報科学 ）
富 山 大 学 へ 来 て
ま ず ， 先生方 ， 学生さ ん の 研
究熱心な と と K感心 し ま し た。
特K 計算機セ ン タ －V'C来 る 学生
さんが真面 目 左 と と K驚 ろ い て
な り ま す。 そ の よう な 学生さん
と 一緒K い る と ， ついま だ学生
の気分で話 し込ん で しま い当 初
は よ く 注意されま した。
真理 を求めて計算陀没頭する 姿は ， すばら しい も の
だ と 思い ま す。 その よ う左 人 々 の た め K私の よ うな 者
で も ， 何らかの協力 が で き る だけ で喜ん で なりま し た
が， 思い も か けず助手 と して採用 K 左 b ， は た して 自
分 で勤ま る か どうか不安 で一杯 です。
さて ， 履歴書風K 自 己紹介 させてい た だ き ま す。
名 前 松原 勇 昭和 3 4 年 8 月 2 7 日 富 山県城端
町K生ま れ， のんび り と 育ち ， いま だ独身貴 族っ
中－ ・ 天体 の神秘K魅せら れて ， 天文観測K熱中。
中二 ・ 模型エ ン ジンの 力 強さK取 り つか れ る。
中三 ・ 電話級ア マ テュア無 線免許を 取 る な ど ， 電気工
作 K興味を持ち ， そ の後いろん 左物を 自 作する。
昭 和 4 9 年砺波 高校理数科K入 学， 物理部K入 る。
高一 ・ 物理部で ， 卒 研の よ う K毎 日 研究をする。
理学部助手 松 原 勇
高二 ・ 実 習で 初めて計算機 を 習 い ， その威力K驚 く 。
高三 ・ 願聞の先生から ， 物理学の魅 力 を教えて も らい
物理学者 を夢見る。 （ 当 然 ， 夢だ け で終 る。 ）
昭 和 5 2 年早稲田 大学理工学部K入学する が ， 計算機
と物理学の勉強がや り たか っ た の と ， 金銭的K苦 しか
っ た の で ， すぐ退学 し国立 の電気通信大学K入学する。
大一 ・ 将棋部 K入 り ， 毎 日 将棋 を 指す。 （ 自 称三段 ）
大二 ・ 初めて 計算機を授業で 習い興味を深 め る 。
大三 ・ マイ コ ンが世の 中 K登場 し， 熱中 し始め る0
・突然旅K 目 ざ め て ， 九州や小豆島を一周する 。
大四 ・ 初恋K 迷い ， 山陰や東北へ唄想、の 旅K出 る。
・ 物 理を 中 心K勉強 し ， 卒研 と 修論は原子のエネ
ル ギ ー の精密計算を す る こ と K決め る。
昭 和 5 6 年電気通信大学大学院へ進学 ， 情報処理 セ ン
ターの 研 究 室K 入 り 本格 的K 計算機の勉 強を始め る。
院一 ・ 初恋K破れ， 北海道へ来トヶ月 傷心の旅 をする。
・ そ の 後 半 年 間や け酒を飲み続け ， ダ ウ ン する 。
院二 ・ 物理学K 未練は あ っ たが， 計算機の 方を専門 K
しよう と 決め ， 毎 日 計算機K 向かう。
・ 富山大学K情報処理 セ ン ター の 設置計画が あ る
乙 と を 知 b ， それKぜひ参 加 し た い と 思い問 い
合 わせる。
OG 、i
昭和5 8 年 4 月 本学 計算機 セ ンター 技術補佐員
昭和5 9 年 1 月 本学理学部助手 計算機 セ ンター動
務 以上
私の場 合 ， 計算機 を通して大学の 研究・教育K協力
する の が仕事です。 何分K も ， ま だ若 く 経験 も 浅 い の
で皆様 の御指 導 ・ 街鞭撞の程 ， 宜し く な願い致しま す。
計算機 セ ンタ － vcな り ま すの で ， マ イ コ ン や計算等
の と とで 御質 問がど ざいま した ら ， b 申 し付け下 さ い。
公開講座委員会報告
公開講座委員会委員長 （ 教養部教授） 藤 井 昭
公 開講座委 員会の も よ うKつい て，学園ニュ ース第
4 1 号 （ 5 8. 3. 1 7 ） で事唆口 らせしをして，は や一年
た とうと して いま す。 企学の教官・職 員のど協力 K よ
っ て ， 昭和5 8 年度下記の公開講座を無事K終わ る と
と がで き ， あ り が とうど ざいま した。
「健康 ・ ス ポーツ教室 」 が 8 月 2 1 日 か ら 9月 4 日
ま で， 硬式テニス コー ス ， 体操 コ ー ス ， ジョギングコ
ー ス Kわかれて五福のキャンパス で行左 われ ま した。
ま た「現代 を考える」が 1 0 月 1 1 日 か ら 1 2 月 l
日 ま で教養部 2 0 1 番教 室で 1 5 回 ， 「現代の コ ミュ
ニクー ション」が高岡の工学部会場で吉田順作 工学部
委員 の大変 左シ骨な り で1 0 月 1 2 日 か ら 1 1 月 2 3 
自主で 2 0 回明かれ ま した。
その他 ， 教育学部で夏K「パドミントン・ テニス教
室 」 が行左 われ， 教養部で秋K「 生 き る 」 が行 な われ
ま した 。
5 8 年度の 一年間 を反省しま す と沢山の 問題があり
ましたが， 次の ようK要約されま すb 1 ） 受講者の 募集
問題， 2 ） テー マ の き め方 ， 3 ） 事 務官 の超勤の 問題 ，
4 ） 立看板の 問題， 5） オーガ ナイザ←の 役 目 。
こ と で1 ） とりの 問題Kついて簡単 K のべま す。
1 ） 受講者の 募集
い つ も 教養部で行な っている ようK， 教育委員会や大
き 左 企 業K 文書や ポ ス タ ー を送 b 報道機関K出向いて
な願 いしたの で ， 一応す る と とは して， 立派左先生が
講義して下さ るのて教養部 で行ったようvc5 0 人前後の受
講 生があ る も の と「 武士の商法」 を き め とん で い ま し
た と と ろ ， しめ き り 一週間前K左 って も ー桁の受講者
しか ， 富山 も 高岡会場K も 集ま ら 左 い ζ とがわか り ま
した。 理学部や文学部の 講義です と 学生が数人 という
の悼決して珍 ら し く あ り ま せんが， 沢 山 の先 生K夜 b
そ く ま で残って講義していただ く の K余 り す く ま すぎ
な いか ， 受講生 も あま り す く 左 い と億劫K 左 って 帰っ
てしま う恐れ も あ る ので， どうして も 5 0 人前後人を
集め左 い といけ念い というの で， あわて て再募集にか
か り ま し たn私は生来人の名前 を憶える のが下手で，
新聞社や放送局ま でい っ てま どま どしていま す と ， 大
抵ど念 たか小生達の 顔を憶えて下 さ っ ていて 親切Kし
て いた だ き ま した。 中K はテー マがはっき り して大上
段K構え て いる の で ， そ れで な く て も 大学はしき い が
高いの K，左 b高 く な る a も っ と い ろん左 テ ー マ が あ
った方が集ま り 安い の で ないか という示唆 を 与えて 下
さ っ た 方 も いま す。 結局，教養部や教育 学部 ， 人文学
部の公開講座K出席さ れ た方 々 の住所録や北 日 本新聞
の 「 ひ と と き 」 の会員達の 住所録 を手K入れ事務局の
方々K ダイレ ク ト メ ー ルを出して貰 っ てー 講座約5 0 
人の 受講 生を獲得す る ζ と が で き ま した。 ポ スタ ーや
新 聞や テレピ で どの位の効果が あ る の だろうか ， 口 と
みや ダイレクト メ ーノレの威力 を認め ざる を 得ま せんO
2 ） テ ー マ の き め 方
公開講座委員会で ， 講師Kあ ま り 負担 をかけない と
いう暗黙の了解が あ る （ 何か新しい と と をやる と き ，
あ る 程度勉強し 左 い と でき っ ζ 左 いが ） 。ま た全学の
委員 会 左 の で 左 る べ く 全 学 部か ら ， で き た ら 均等
の講師 を念願したいという考えも あ る 。しかし， と の
ZつK と ら われて い る と折角 よ い企 画がうかん で も 動
き が とれ な く な り ど破算K左 る 可能性がでて く る 。 そ
れでな く て も テ ー マ がしぼ ら れ る の が尚狭 く なってしま
う。数人 の 方が企 画し学部K と らわ れ 左 い で やってい
く と か左 り 広〈テ ー マ も と れ ， 動 き や すい も の がで き
る で あ ろう。 角 を た めて牛 を殺す形Kし念い よ う注意
する必要が あ る。
昭和5 9年度 公開講座は吉田順作委 員のォ ーガナイ
ズで「現代史K学ぶ」 （ 仮 題 ） 等が予定さ れ て い る。
ま た委員が講師 を委嘱Kうかがうと とが あると思いさ
すがその 時はよ ろしくな願いいたしま す。
公開講座委員会の 目 拘K「 本学の教 育 ・ 研究を広〈
社会K 開放し ， 地域社会の 文化 向 上K資 す る と と 」 と
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あ る。 との広くをどのようK解釈す るのか，実際放送
講座を行なってい る大学もあ る。大学図書館の一般利
用や， 近く全国放送され る放送大学との関係や生涯教
育とどのようKかかわり合うのか，そ乙まで議論す る
のか，今一つの話題Kなってい る。
昭和58年度富山大学公開講座
一健康・スポー ツ教室一
閏語コ ス五五 墓隼人員 ミ多 重 対 象 岩 イ進 ラ差
硬式テニスコース 4 0名 初めてラケットを持つ婦人初心者アニ長シュー ズとポー ル2コ持参 ラケツトは 出可
体 操 コ ー ス 2 0名 中・高年齢の男女 E 審議警 をす る機会のまい6 5才までの中
ジョギングコース 2 0名 一般男女
（日程・開講時間） O印刷時間，8印は4時間の講座とります。
と法空
8合I お
硬コ式
テーニスス 1つ 8 
体操コース 。
ジョギ ング 8 。コ ー ス
（講師及び講座内容）
｜使式テニスコースl
「存 到
お 誌 議 自 t品 局 お 品 1詩 皆吉 品 合 言十
。 。 。 。 。 8 2 0時間
。 。 。 。 。 。 。 ·3 2 0時間
。 。 。 。 。 8 2 0時間
教育学部 助教授 山下三郎，教養部 助教授 北村潔和
体力診断及び 体力増進法，ストロポ等Kよ る技術 診断，実技では各種ストローク，サ
ー ブ，ポレー，スマッシュ等の基礎技術とグー ムの進め方
教育学部 教授 河野信 弘
関節の動 き をよくす る体操， 内臓の働 き をよくす る体操，体力をつけるための体操，
姿勢を正しくす る体操，自分ででき るマッサー ジ法左ど健康生活を保つためK体操を
荊周す る方法
iジ ョ ギ ング l 教育学部 教授 山地啓司，教養 部 助教授 福田明夫
ウォーミ ングアップの方法， トレーニング方法とス クジューJレの作夕方，走り方，コ
ー スの選定法，シューズの選び方，レースへの参加と準備の進め方など
6 
8 
9 
1 0 
1 1 
了τ
� ! I � \j t::ll'l<l l前官三手掛牽T :i'V' I qコlII 陪E l惇事長話J’SI<'弔客ー－1尚ヲ子"11> h土昆平手－＂＂＇..ーー
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一 現 代 の コ ミュ ニ ク ーシ ョンー
回数 田 日
議轟芸
名
氏 名 言·� 呈目
1 1 0月1 2目的
護
持
コミュニケーション と人類文化
2 1 4日 言語 とコミュニター シ ョン3 1 7日 幸平 夫
コミュニクー シ ョンKシける情報
4 1 9日 人文学部 I�司r車珍 世酒豪界帯の文蓬字 K 写とる言 語吉夜 とのコミュニクーシ ョン5 2 1日 理子司期 rt：岡公夫
6 2 4日（月 工学部 教授 吉田 順作 挙委警警核予吠��
ミユニクー シ ヨン技術
7 2 6日企� 経済学部助教授 武井 勲蔵 経行宣政車と 動よ民コミュニケーシ ョン8 2 8日樹 経営短期大学部助教授 篠原 固 とのコミュニケーシ ョン
9 3 1日伺） 理学部 教授 水谷 義彦 欝議自の対話附けるトリチウムなど同位元
1 0 1 1月 2日開。 工学部 助教授 島崎長郎 化学 工学Kなける情報 とコミュニクーション
1 1 4日働 工学部 教授 若林嘉一郎 変頃Uうコしミつュうニあケ るー化ツ学ョ工ン業｝
（化学工学から市民
1 2 7日 「：E：出助 孝財受 内村智恵子日外の意味 とコミュニケー シ ョン
1 3 9日 ')I � 学部助教授 i崎州弘 教宵vc j,�けるコミュ ケ シ ョン
1 4 1 1日 自Hセンタ封帯 Eヨホ「 問。 心霊とのコミュ ケシ ョン
1 5 1 4日
工工学学
部
部非 教常授
勤講師 美八木細津 博寛 コミュー ケーシ ョン技術の動同1 6 1 6日 生体電子工学 とコミュニケ シー ョン
1 7 1 8日 II 
亨風松巻五田一言秀恒亨雄芙司
エネルギ とー文明
1 8 2 1日 II 金属 とコミュニクー シ ョン
1 9 2 3日 工学部助教授 最近のコンビューター
2 0 II II 米国政明 コンヒュターー去の苅詰
昭和58年度富山大学教育学部公開講座
ーノミドミントン・テニス教室 一
メ
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月
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月
一8一8一8百対
。。。。 毎日第1体育館
昭和58年度富山大学教養部公開講座
生 き る
番号 月 日 曜
藷
す専 攻 星島 冬、1 1 0月12日 水
警理事 互
現
宿
代K
主
於ける生と倫理
2 1 0月1 4日 金 工芸文化
3 1 0月1 7日 月 現代 と宗 教
4 1 0月1 9日 水 南口 1lt 者』 圭ロ五 J.スタイン ペック『はつかネズミと人間』
5 1 0月21日 金 別本 明夫 ドイツ 語 ム文フ2ーFーのタFノドレ
のヘーノ日レ常ト性・シュライフタ小ーの春『 自�I日』を中
心
K～
6 1 0月2 4日 月 勝野 良一 フランス 語芦モ子;; 社
現
資本
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代
主
科フ学
義
ラ
者
の
ン
精
ス
と信推
神
仰理
K
小
つ
説 2つの顔
7 1 0月2 6日 水 駒城 鎮ー
百
心
法 理治 学学
8 1 0月2 8日 令
器
いて（ウェーパ）ー
9 1 0月31日 月 「歪ら乏だ
」
と
と「知｜のかかわり
1 0 1 1月 4日 金
毎
朝
事
か こ こ ろ
1 1 1 1月 7日 月 カ ナダ忙
み憶
会け
るう
る
客と
生
観c
活認在自然1 2 1 1月 9日 7f( 化 学 立
並
旅
謹
盈
K
茎呈
出
K
明 識1 3 1 1月1 1 日 会 体蕗清雄 地物 理 主学主1 4 1 1月1 4日 月 藤井 昭一 て と
1 5 1 1月 1 6日 * 全 員 ーーーーー－ パネルディ ス カッション
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西ドイツ留学だより
教育学部中学校教員養成課程 （ 音楽） 3年次生 内 田 良 美
ドイ ツ K き て 5 ク月が過ぎ よ うと してい ま す。 私は と友達K な り ま し た。 乙 の 人達とは，た ど た ど しいド
今， ロイトリン グンという町K あ る 教育 大学で音楽教
育 を学んでい ま す。
と の 5 ク月 を振 り 返 ってみる と， 次から次へといろ
ん念 ととが思 い 出さ れ ま す。 多くの ととを経験 し，そ
れ を通 し て色々 な こと を思いま した。 初 め の 頃 は ， と
て も不安な ， 落ち着か 左 い毎日 で したが， 今では と こ
で の 生活 K も 慣れ ， 充実 した 日 々 を送 っ てい ま す。 そ
れ も ， こ と K き て多く の 人達K 出会い，そ の 人達の や
さ しさ K触れ ， ま た ， あたたか さ K支 えられて き たか
らです。 ζ の ととが， 私の今一番書 き たい こ とです。
9 月6 日 ， 夜 ， 私 拡 ドイ ツ K向けての飛行機K乗 り
ま した。 あの時の｛；畑さ ， 不安在 気持ちは今で も 忘れ
ま せん。 周 り は仕 事で海 外へ 出張す る とい った人が多
く，私は誰と話す とと も 左 く 1 6時間m一人ぼ っ ちH
で いま した。 ハン ブ ル ク でJレフト・ハ ン ザ機K乗 り 換
え る た め3時間の 待ち合 わせ。 東京の 3 0 ℃ の暑さ K
比べ ， ハン ブJレク は 1 0 ℃。 それK加えて天候は雨。
そん 左 中 で， とて も 寒い気持ちでいた私K ， そば K い
た一人 の ドイツ婦人¢抱く赤ちゃんがK乙っと徴笑みか
けてくれた の です。 とん な 小さ 念 ことで も ， と の時の
私 Kとっ ては涙が 出 る ほ どう れ しか っ た の です。 ま た，
あ る 日本人の 方が ， 乗 り 換え の手 続 き や両替え を手伝
っ てくださ り ， 別れ 際 ， 留学 し に き たと言 った私K「
1 年 間，頑張 っ てく ださ い ね」と言 っ て励 ま してく だ
さ いま した。 そ して シュトゥットガル トへ。 と と で，
私 を わざわ ざ迎えK き てくださ っ た シュ テ ィ ーフェJレ
教授御夫妻 （ 音楽学）vc :t�会い しま す。 とても や さ し
く ， あたたか左 b人柄 の御夫妻 K は， 当地で一番台世
話K な っ てい ま す。 着いた翌 日 も ，奥様が まFい しいド
イ ツ 料理を作 っ て どちそう してく ださ いま した。
こ う してドイ ツ での 生活が 始ま る わけですが，私の
住ん でい る学生寮は ， 台所や シャワーを共同で使用 す
る よ うK 左 っ ていま す。 そ の使い方 を親切K教えてく
れたのが，同 じ階のアフリカ からのZ人で した。 外国
で生活する苦労 を知 っ ている彼らは ， 同 じ外国人と し
て， 私K も 親切K してく れま した。
9 月半ばから成人教育機構の Volk sho chsc hule 
kドイ ツ 語会話を 習 いK通 いま した。 こ と で ， アメリ
カ女性 ， イギリス 女性 ， ス ペイ ン 女性等 々，多くの 人
イ ツ 語で ， たくさ ん話 し も し ま した。 皆 ， 外国での生
活K， さ ま ざ ま 左苦労を し ながら も たくま しく頑張 っ
てい ま す。
そ して 1 0 月 の 初め ， トゥーン （ Thun ． スイス ）
のグェー ラ 一夫人 （ 富山 でのドイ ツ 語の先生の な母様）
を訪ね る ことK し たのです。 ま ずグェーラ一夫人の電
話 ， トゥーンま での汽車の切符 の手配 を ， 友達が手伝
っ てくれま した。 トゥーン ま で位列車 で6 時 間 O 乗
D換え を 8 回 し 左 ければ左 り ま せん。 こ の旅で も ， 色
々 な 人 K 出 会い ま した。 ドイ ツ の テューピングン K住
む なばさ ん， オー ストリアやアメリカ からの留 学生，
イ タリア の太 っ た な じ さ ん 。 皆 ， 忘れられ ない人達 で
す。 ま たトヮーンの駅ま で迎え K き てく れたの がハニ
ーとラー キ ス ， そ れにグェーラー さ んの 1 0 才と 1 3 
才の な孫 さ ん 2 人 で した。 グェー ラ ーさ んは，昼食を
作 っ て私 を待 っ ていてくださ い ま した。 mょう こ そH
と頬K キ ス し てくださ っ た時は ， 心がほ っとあたた ま
る 思いで した。 テ ー ブルの上K も 歓迎 の カ ー ド。 そ し
て b 左 かがはち切れそうK 在 るくらいの訟い しいどち
そう。 グェー ラ ー さ んの あたたか さ Kす っ ぽ り 包ま れ
た よ う 左 2 日 間 で した。 帰 り の列車K乗ってからは涙
が 出てとまらず，トイレの 中 で泣いた私です。
や は り 1 0 月 の 初め ， ロイトリン グンK住ん でなら
れ る 日 本 人の 方 を訪ね ま した。 ス ミ エ さ んとお‘ っ しゃ
い ま す。 昨 年留学さ れた同 じ教育学部 の石倉充紀さ ん
からb 名 前は b聞 き していた も の の， b会いす る の は
初め てです。 玄関 のベルを鳴ら し 左 がら も少 し緊張。
そ と へ現われたのが 5 才 の坊や ミ ヒャエル君で した。
さ て 日 本語で話 し た も の か ， ドイ ツ 語で話 した も の か
（ 御主人はドイ ツ 人 で学校 の先生で す）。 そ 乙 K ス ミ
エ さ んが 出て と られま した。 ス ミ エさ んK も 大変会世
話K 在 っていま す。 御主人 もとて も や さ し い方です。
音楽が好 き 左 方 でピアノの連弾 を した こと も あ り ま す。
1 0 月 半ば ， 大学の 講義が始ま り ま す。 教授方や秘
書 の方 々 ， 皆 さ ん親切 K教えてく ださ い ま す 。 音楽専
攻の 学生 も たく さ んいて，何かと助 け て も ら っ てい ま
ま す。
ま た ， 寮 の 同 じ階 の 人達 も 休暇を終え て戻 っ て き ま
した。 一緒K 料理を作 っ て食べた り ， 誕生会を聞いた
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り ， KぎやかK や っ てい ま す。 相談K も よ く の って く
れま す。 と と の 人達 も ，皆いい人ばか り です。
そ して ク リ ス マ ス Kは ， 同 じ階 の ク ラ ウ デ ィ アが彼
女の家K招待 して く れま し た。 家族や親戚の 人達と楽
し い ク リ ス マ ス を過どす ととがで き たの で‘す。
ま だま だ他K多 く の 人と 出 会い ま し た。 私が どん 左
人達 と 出会っ た か と いうと とを 書い ただけの よ うです
が， こ れら の 出 来事を通 して， 私は今一番 「 人との 出
会い 」 という と とを しみ じみ思 っ て いま す。 その とと
を述べたか っ た の です。 ドイ ツ の冬 は 厳 しい と 聞 いて
い ま した。 し か し私Kはあ ま り 気K 左 り ま せん。 いつ
も 側K あ た た かい人達が いて く れる からと思 っ た り し
ていま す。 人との 出会 い ， ζ れから も 大事K大事忙 し
ていき たい と 思いま す。 と の 次は，大学の講義内 容 左
ど Kついて報告さ せていただ き ま す。 （ ロ イト リ ン グ
ン Kて ）
『 私 の 心 の ふ る さ と 富 山 』
富山県費留学生 （ 教育学部 ） 坂 尻 ま ゆ み （ ブ ラ ジル ）
時が立 つ の は早い も の で ， 生 ま れて初めて 日 本の地
を踏んでか ら ， も う十 ヶ 月 以上 も 立ちま し た。 留 学生
と して与えられ た一 年と言う期間 も 間 も 念 く 終ろ うと
して いま す。 初めが あ れば終わ り が あ る。 それは 当然、
左 ととだと分 っ てい たん ですけれ ど も ，今ほ ど 『 終わ
っ て し ま う 』 と言う ととの淋 しさ を 強 く 感 じた ことは
あ り ま せん。 も ちろん 自 分 の 生ま れ故 郷であ り ， そ し
て家族が待っ てて く れ る ブ ラ ジル Kは帰 り たいと思 っ
てま す。 で も 今はそれ以上Kせめて も う少 しの間 ， 日
本K居たいと言う気持Kから れ ま す。
も ちろん最初は ， 左 れ 左 い所だ っ た の で， いろ い ろ
な 壁 Kぶ つか り ， し っばいばか り し てま し た。 で も そ
の ひとつひとつの壁 を の り と えな がら も ，そ していろ
い ろ な 人との接触 の 中 で，念んだか両親の も の の考え
方という も のが今ま で よ り も っ と理解で き る よ う K念
っ た よう な気が し ま す。 乙 れからは 父母とは いい会話
がで き る よ うK念るん じ ゃ 左 いか 左と思いま す。
で も なんと言 っ て も 日 本の と の 四季の 変化Kは大変
辛子 ど ろかさ れま した。 話’では聞いていたんですけれ ど
も ，ゃ っば り と れだけは実際K見て， 経験 し てみ左 け
れば分 り ま せん ね。 気候の 激 しき ， そ し てその気候K
応 じてま る で映画の 画面の よ うK変化する一面 の景色。
なんだか信ん じ ら れ な い よ うな気さ え し ま した。 ほん
とう K絵K 在 る 美 し さ ですね。 た だ ， 春の桜といい，
秋の紅葉といい ， あ ま り K も あ っ け 左 〈 散っ て し ま う
の で ， 念んだかはか念さ を感 じ ま し た。 で も 夏が あれ
ほど暑ければ，秋のすず し さ がほんとうK有 り 難 〈 感
じま すね。 そ して冬 から春。 私は， 冬か ら春を迎え る
と言う ととはま だ とれから 左 んですけれ ど も ， や っ ば
り 待ち遠 しいですね。 で も ， と の よ うK しみ じみと有
り 難さ を は だで感 じられる ととは ， とて も いい ことだ
と思い ま す。 ブ ラ ジJレだ と 暖 い の が あ た り ま えの よ う
K思 っ て しま いま すの で有 b がたい な ど ， あ ま り 感 じ
た ことは 左 か っ た よ う 左 気が しま す。 で も とう も 毎 日
身K しみ る よ う な 寒い 日 々 を 過 してい ま すと ， 暖い ブ
ラ ジルが恋 し く 左 り ま す。 雪掻 き 念 ど し左 く てす む しO
で も 雪と言 えば雪を 見る の は初めてですの で，初雪K
はとて も感 動 しま し た。 今で も 雪景色の 美 しさ Kはい
つ も 見とれてい ま す。 そ して何 よ タ も 楽 しい の は ， や
ヮ （i;;J'. り ス キ ーですね。 そ とへ行 く 時だけは どん 左 寒さ
も 平気 左 強い元気左子K 在 る ん です よ 。 ス キ ーは決 し
て簡 単で は あ り ま せんの で， ま だあ ま り で き 念いんで
すけれ ど も ， な も しろいと言う よ り ， ほんとう K気持
のいいス ポー ツ ですね。 と く K海 よ り も 山 の 方が 好 き
左私Kと っ ては最高の ス ポー ツ です。 帰国 して しま う
と， も う雪とは縁があ り ま せんの で ， も ちろん ス キ ー
左 ど 考 が え も で き ま せんO それがとっ て も ざんねん
です。 日 本 の長い冬 も 決 して楽では あ Dま せんけれ ど，
ス キ ー ャ ーの 皆 がとて も うらやま し いで すね。 で も ，
一度経験で き ただけで も 幸 運K恩わ 左 け ればいけ ま せ
んね。 き っと一 生の思 出K左 る だろうと思いま す。
勉強 の 方で は ， 先生方 の 講義を 初め，教育実習や色
々念幼稚園や ， 保育 園 の 見 学 を 通 じ て ， いろいろ な と
とを学ばせてい ただ き ま して， ふ た た び 『 教え る 』 と
言う ととの重要さ と難 しさ ， 叉 楽 しさ を 探 〈 感 じ させ
ら れま した。 そ して， 左 K よ り も 自 分が保育者と して
未熟で あ る 事 を思い知 ら さ れま した。 そ してそれは一
年の期間 で は決 して学べる も の では 左 〈 ， 常K勉 強 し
つ づ け 左ければ授 ら念い とと を 身 K しみて感 じてい ま
す。 とく に今の留学期間では， 最校ね 日本の地vc, 生 活－ v-c
左 じ む ととと，言葉の 問題 も あ り ，勉 強K 集 中す る と
と も あ ま り で き 左 かっ た と とと，そ れから あま り K も
一 日 一
い ろいろ 左 と と が あ り すぎて ， 会ちっ け な い気持 の ま
ま 留 学を終えて しま っ た よ う な気が しま す。 で も ， そ
の ひ と つ ひ と つの経験はそれ念 b kいい社会勉強K な
っ た よ う な気が しま す し ， 何 よ タ も ， 人々 と の接触を
通 じ て ， そ の 人々 が物事K接する 姿勢 を見せていただ
いて ， 私 も と れから口 どうあ るべき か ， と 言う こ と を
考ん がえ さ せられま した。 学べた と 言う よ り も ， 『 道
を聞いて く れた 』 と 言う よ うな気が し ま す。 だからほ
ん と うの勉強は と れからだ と 思っ て いま す。 先生方の
講義や演習で話 し合っ た こ と や ， き び しい教育 実 習で
教え ていただいた数々 の 素晴ら しい御 指導 を 『 土台 J
K して ， こ れか ら は 常K勉強 しつづけたい と 思 っ てい
ま す。
そのほか ， こ の一年を振 り 返 っ て見て， 何が よ か っ
たかと いいま すと ， タ モリさ ん じゃ 左 いん ですけれ ど
も や っば b 『 友だちの わ 』 を 広げら れた と と ですね。
ク ラ ス メ ート の人たちを初め ， 富 山大学全体の 皆様 ，
県庁の皆様 ， 青年団の 皆様 ， そ のほか幼稚園児 から な
じ いちゃ ん ま で と いう， ほんと う K広い友達の 輪を地
球の 反対がわ K も てた と いう こ と は ， 何 よ り も うれ し
いです ね。 小さ か っ た 自 分の 世界が， だんだん と 広が
っ て き た ような 気が し ま す。
日 本K来る ま では ， 日 本人で も 念 い ， そ して ブ ラ ジ
ル人で も な い よ う 左 自 分が と τ も は がゆく感 じたんで
すけれ ど も ， 私がと う言う経験が で き る機会を与え ら
れたの も 日 系二世だったから とそだ と 思い ま す。 そ し
て ， 日 本で暮ら して見て ， 自 分 も 日 本人だ左 あ と つく
づく思う と と も あ り ま した し， ゃ っ ば り な ん と なく違
う と こ ろ も ある よ う な 気 も しま した。 で も とん どは ，
ど っちつかず では な く て ， 自 分は 日本人で あ り ， 文 ブ
ラジ ル人で も あ る。 ブ ラ ジ ルが生ま れ故郷左 ら， 日 本
は 『 心の ふる さ と 』 です。 どちら も 同じ よ う K大切K
思う と の 気持は ， いつま で も 消え る ととは左 いで し ょ
う。
最後K富 山大学のみ 左 さ ま ， と の一 年は私K と っ て
かけがえ の な い一年K 在 ったん です けれ ど も ， それ も
みん 左 ， いろ い ろ と 御迷惑ゃ な手数をか けたK も 拘わ
らず ， 皆様の暖い御支援が あ っ たから と そだ と 思いま
す。 決 して 『 あ り がと う 』 の一言で表わせる も の では
あ り ま せんけれ ど， 円<ftE�！ -rof �wp� fl,.s� � f都議2伊問搾��・り明11�写��Rff定＇A)
（ 原文の ま ま ー編集委員 ）
く 来 て よ か っ た ・ ・ ・ 〉
富 山県 費留学生 （ 工学部 ） 久保田 ・ パウ ロ ・ 欣也 （ ブ ラ ジJレ）
私は ブ ラ ジ ル連邦共和国ー サ ン ・ パ ウ ロ 市から ， 富
山大学の工学部へ 富山県費留 学生 と し て学 習 し てい る
久保 田 ・ パ ウ ロ ・ 欣也 です。
日本へ留 学す る 夢は高校生の 時から も っ てい ま した。
で も 本当K 計画をたて始めたの は大学へ入学 してから
です。 その時は 日 本語を習うた めK週 8 回 日 本語の 教
室K か よ っ て いま した。
留学生と し て 日 本へ行 け る と知らさ れた と き は， 言
葉で は言え 左 い ほ どう れ しか っ たです。
うれ しか っ た と と と ， いそが しかう た支度 の ま子治材s
で 4 月 1 日 （ 1 9 8 3 年） vcは何k9かやせて いたが無
事K 日 本へ入国 しま した。
成 田 空港へ着いた時怯 ， 涙が ポ ロ ボ ロ で ま した。 左
ぜか と 言う と ， なん と 左く幼い時から父母から聞いた
り ， 夢 K見え Dして作っていたイメ ー ジの 日 本を実際K 見
て， 新ラ機から見えた田 や家が故郷の よ うK， いつか
き た所の よ うK感 じたからです。 すばら しい感動で し
た。 その ため私は二世の 日 系人と し て ブ ラ ジ ル で生ま
れた のが， と っ て も 最良だな と いつ も 思っ てい ま す。
名 前 と 写真でみていた親類 と あ った 時は ， 今では 左
〈 左 られた先祖 と そ っ く り だ っ た の で ， 感激 し ま した。
そ し て と の 数か 月 大 学 ， 工場で の学習や観光を さ せ
て も ら っ て社会人 と して も ， いい 勉強 K左 り ま したっ
そ の 中で も ， 一番い い印象 と 思い 出口季節の移 り 変
り です。 そ れが ど の よ うK国民K影響 を あたえて い る
かが衣食 住と ス ポー ツ K表われて いて， すばら しい体
験で した。
雪は 日 常生活Kト ラ ブルを起 と しま すけれ ど ， 左 ん
と 左 〈 別世界 の ようで， 目 と ス キ －vc は と っ て も いい
自 然の 一つです。
一年が本当 K ア ッ と 言う間 Kすぎて し ま い ま したけ
れ ど ， と ん な K一 生懸命生き て たくさ ん いい 思い出 が
で き て幸わせです。
で も ， 富山 の 方言 と 日 本人K対 し て も っと 探 〈 理解
で き 左 い と と が ， 残念だ と 思い ま す。 方言肱遊び半分
vc .  ＼＼ ク H と か R テ ャ H を使 いま すけれ ど会話の 中 K
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は あ ま り 出て き ま せん。 上げま す。
留 学修了後は ， と れ ま で学んだ こ と を ， 工学の分野
で仕事K生か し， 大学や研修を通 じて得た知識を ブ ラ
ジル の企業発展の た めK役立て た い と ，思 っ て いま す。
ど う も あ り が と う ど ざいま した。
では ， ま た 皆様と あ え る 日 ま で ， な元気でねノ
F E L I C I D A D E S E M U I T O 
O B R I G A D  O ノ本 当 K いろ いろ 左 体験を させ て も ら っ て ， と っ て も
いい勉強K左 り ま し た。 A T  E ’ A V I  S T  A ノ
富山大 学 と 富山 県の 皆様へ ， と と K厚 く な礼 を 申 し U M  G R A N D E A B R A '& O  .ノ
学 部 だ よ り
ロ 人 文学部 だ よ り
山 口博教授 『 万 葉集形成の 謎 J を刊行。 る 著書o 2 7 2 ペー ジ ， 1 2 8 0 円 ， 桜楓社干IJ。
本書は 『 万 葉集 』 成立K関す る 通説へ疑問を提出す
園 教育学部 だ よ り
北陸心理学会 6 月 2 4 日 （ 臼 ） 教育学 部 1 棟 K て 時。 講師は国 立教育研究所の天野清先生。 演題は未定。）
開催。 教育 ・ 臨床心理学関係の研究発 表 （ 午前 1 0 時 大会参加費 ： 正会員 ・ 臨時会員ね 1, 2 0 0 円 ， 学生会
～ J.  2 時 3 0 分 ） と 特別講演会 （ 午後 1 時 3 0 分 ～ 8 員 ・ 学生臨 時会員は 5 0 0 円。
図 工学部 だ よ り
昭和 5 8 年度 K ないて工学部で開催さ れ た学会は下 中K終了 し た。
記表の よ う K各学会支部講演会 6 件で， いすすLも盛会の
年 月 日
1 5 8. 5. 1 2 
2 5 8. Q. 3 0 
3 5 8. 1 1. 5 
4 5 8. 1 1. 1 4 
5 5 8. 1 2. 1 
6 5 8. 1 2 7 
主 催 者 名
日 本機械学会北陸信越支部
電
応
子
用物
通信
理学
学
会
北陸
北陸
支部
支部
， 
日 本伝熱研究会北陸信越支
部
県
北陸
支
信
部
越
， 機
工
械
業教育協会富 山
学会共催
電 子通信学会北陸支部
金
支部
属学会 ， 鉄鋼協会北信越
内 ’f; 
特別講演会
講演
状
会
態
「 光
定
に
技
よ る 半導体表
面 の損lj 術 」
講演 会
講演会
講演会
講演会
学 生 部 だ よ り
図 共通第 1 次学 力試験の 実施に つ い て
使 用 場 所
講義棟 8 号講義 室及び会議室
講義棟 8 号講義室
講義棟会議室
講義棟 8 号講義室
講義棟会 議室
議
講
第
義
室
2
棟
， 生
8 号
産機
，
械
9
講
号講
義室
義室
第
，
l
会
， 
昭和 5 Q 年度大学入学者選披共通第 1 次学 力試験が ， て 全国一斉K実施さ れ ま し た。 共通第 1 次の制度が始
去る 1 月 1 4 日 （ 土 ） , 1 5 日 （ 日 ） の両 日 Kわ た っ ま っ て以来本年は第 6 回 目 の も の です。
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富山 県では ， 県 内で受験を志願 し て い る者が 伯 0 0
名 （ 男 2,7 4 9 名 ， 女 1,6 5 1 名 ） あ b ， 富山大学 3,5 0 0  
名 （ 男 2.1 8 8 名 ， 女 1,3 1 2 名 ） ， 富 山医科薬科大学
（ 富山中部高校で実施 ） 9 0 0 名 （ 男 5 6 1 名 ， 女3 3 9 名）
でそれぞれ実施さ れ ま した。
本学で は ， 試験実施委員会で計画 さ れた実施体制K
基 づ き ， 五福地区 6 試験場K 沿いて 柳 田 学長 を実施本
固 体 育系サ ー ク ル リ ー ダ ー 研 修 会 に つ い て
本 年度 の 研修会は ， 2 泊 8 臼 の 白 程で山野ス ポー ツ
セ ン タ － vc ないて 下 記 の と ま，，. 9 実施さ れ ， 各 サー ク ル
の代表者が参 加 し ， 熱心左討論 を重 ね有意義 K終 了す
る と と が で き ま し た と と を 報告する と と も K ， 乙 込 K
あ ら た め て 関係各位K 感謝いた し ま す。
．実 施概要
期 日 昭和 5 8 年 1 0 月 1 1 日 （火） ～ 1 3 日 （木）
( 2 泊 8 日 ）
場 所 富山 県体育協会 山野ス ポ ー ツ セ ン タ ー
（ 富山県上新川郡大山町本 宮 ）
参 加者 体育会会長 柳 田 友道
体育 会副会長 本 田 弘
教育学部 教授 中 川 孝
II II 山地啓司
体育会役員及 び運 動部 リ ー ダ ー の学生約 7 0名
研究項 目 ク ラ ブK なけ る リ ー ダー の位置一
（ 自 主性 と 積極性 ）
。 活動 内容 と その 問題 点
。 ス キ ー 講 習 会 に つ いて
本年度の ス キ ー講習会陪 ， 1 月 7 日 か ら 1 3 日 ま で
の 1 週間Kわ た り ， 約 1 4 0 名 の学 生が参加 し ， 1 1 
名 の 指導教官 のも と に志 賀高 原 ブ ナ 平 ス キ ー 場を中心
と して行われた。 今 回同積雪 も 多 く 初 日 か ら絶好の コ
部長 と し 4 9 2 名 の 教職 員が試験K携わ り ， 初 日 は 国
語 ， 理科 の 2 教科 ， 2 日 目 は ， 社 会 ， 数学 ， 外国語の
8 教科 を予定 ど な タ 終 了 しま し た。
在 主？， 本 学関係の受験状況は 次の と な り で した 。
志 願者数 ｜ 欠 席者数 ｜ 受験者数 ｜ 欠 席 率
3, 5 () 0 名 I 1 2 6 名 I 3. 3 1  4名 I 3.6% 
。 リ ー ダー の条件 と 後輩の 育 成
。 施 設問題そ の 他
講 演 H謀 外活動 と し て の ス ポ ー ツ d
体育 会会長 柳 田友道
H 自 主性 ， 積極性 を 育 て る リ ー ダ ー の 条件M
教育学部教授 中 川 孝
II望ま しい ス ポー ツ 集団の あ り 方M
教育 学部教 授 山地啓 司
ン デイ シ ョ ン の も と での 講習会 と な り ， 多大 の成果 を
あげ無事終 了す る ζ と がで き ま し た。 とれ も ひ と え K
指導い ただい た諸先生方並びK体育会 の諸君 の 辛子かげ
と 探 〈 感謝い た し ま す。
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図 ス キ ー 講 習 会 を 終 え て
昭和 5 8 年度ス キー 講習会は ， 例年 ど まF !J l 月 7 日
か ら 1 3 日 ま での 6 泊 7 日 の 日 程で長野県志賀高原K
て 開講さ れま し た。 本講習 会は ス キ ー技術の 向上 と 体
力増強を図 る と と も K規律正 し い集団生活の 体験を通
じ て協調性を 養い又 ， 学生間 ・ 教職 員 と の懇談K よ り
一層の 人間形成を はか り ， 信 頼感を 高め る と い う 目 的
の も と K行左 われま した。 今 年 の志賀高原拡 初 日 か ら
ス キ － (IC は最適左 グ レ ン デ コ ン デ ィ シ ヨ ン で我 々 を 迎
え て く れ ま し た。 さ ら K好 天K も 恵ま れ 日 中の 講習で
は 指導教 官 の 方 々 ， 受講生 と も ど も 熱の こ も っ た練習
が で き た 乙 と と 思いま す。 帰宿後は ， 班別 ミ ー テ ィ ン
グや懇談会さ ら Kは映写機を 用 いて の 講義 左 ど を行ま
いま した。 ま た ， 講習 会の 性格 上 き び し く 統制 し ま し
たが ， 参加者K と っ て は規律正 し く 充実 し た一週間 を
。 昭和5 9年度富山大 学入学志 願 者 数 調
実行委員長 室 木 成 介
過 ど して も ら え た と 思い ま す。
講習は 実質 的Kは 5 日 間です が ， 上級者か ら初級者
ま でそれぞれの技量K合 っ た変化K 富ん だ グ レ ン デが
数多 く 存在す る ため 各人 十分 左 練 習が で き た こ と で し
ょ う 。 加えて ス キ ー の醍醐 味を味わい なが ら 白 銀の 世
界K包 ま れ浮 か び上がる北ア ル プ ス の 山 々 のすば ら し
さ ， 雪山の き び しさ 左 ど ， 大 自 然の 雄大さ をは だ で感
じ と れた ζ と で し ょ う 。
こ の講習会 を 通 じ て ， 参加者全員が相 互の 親睦 を 深
めス キ ー技術が一段 と 向上 し た も の と 確信 しま す。
最後K 左 り ま し た が ， 本講習 会 K 際 して ， 絶大 左 御
協力を 賜わ り ま し た学生部 並びK指 導教官 の方 々 K 心
か ら 御礼申 し上げま す。
戸子時 音E 学 科 ・ 課 程 昭 和 5 9 年 度 昭 和 5
8 年 度 イ蒲 考募集人員 志 願者数 倍率 募集 人員 志願者数 倍率
人 文 寸＂＂＇一' 手ヰ 9 0  4 2 5 4. 7 9 0  2 7 3 3.0 
人文学部 圭ロ五口 づ－一， 文 寸戸主d一' 科 8 0  2 0 2 2.5 8 0  2 1 3  2. 7 
計 1 7 0 6 2 7 3 .7 1 7 0 4 8 6  2. 9 
小 学 校教 員 養 成 課程 1 4 0  1 7 6 1 .3 1 4 0 2 1 0 1.5 
中 学校 教 員 養 成 課 程 5 0  l l 0 2.2 5 0  1 4 8 3.0 
教育学部 養護学校教員養成課程 2 0  4 3  2. 2 2 0  5 0 2. 5 
幼 稚 園 教 員養 成 課 程 3 0 7 4 2.5 3 0  1 1 3 3.8 
言十 2 4 0  4 0 3  1. 7 2 4 0  5 2 1 2. 2 
経 済 戸そ以子， 科 1 2 0  3 2 7 2. 7 1 2 0 4 6 9  3. 9 
経済学部 経 営
：お子注£， 手ヰ 1 2 0 5 4 4  4. 5  1 2  0 7 3 2  6. 1  
経 営 法 L会子注1,・ 科 6 0  2 8 7 4. 8 6 0  4 3 2  ワ 2
計 3 0 0  1. 1 5 8 3.9 3 0 0  1. 6 a a 5. 4 
数 弓長且ー， 不ヰ 4 0  7 8 2.0 4 0  7 4  1 .9 
物 理 ：子会主£． 科 問 3 0 8 8 2. 9 4 0  5 3  1 . 3  
理 学 部 化
弓介主4ー－ 科 4 0  8 3  2. 1 4 0  6 0  1. 5 
生 物 こ許子孟£， 科 3 0  6 3  2. 1 3 0  6 8 2.3 
地 球 科 寸戸Mー． 科 3 0  6 8  2.3 3 0  8 9 3. 0 
言十 1 7 0 3 8 0  2.2 1 8 0 3 4 4, 1. 9 
電 気 工 ：主子£． 手ヰ 5 0 l 1 1 2.2 5 0  1 0 2  2.0 
工 業 化 づ，，，.一ら 手ヰ 4 5 1 0 4 2. 3 4 5  1 I. 8 2.6 
金 属 工 こ台子国． 科 4 0  1 7 5 4.4 4 0  1 2 7 3. 2 
工 学 部 機 械 工
Lが子注£， 科 5 0  1 2 5 2.5 5 0  1 7 4 3. 5 
生 産 機 械 工 学 科 4 0  1 3 1  3.3 4 0  1 2 5 3. 1 
化 ニ凶子ι 工 持-'fι－ 科 4 0  1 4 5  3.6 4 0  1 5 2 3. 8 
電 子 工 二主子孟£， 科 4 0  6 8  1. 7 4 0  7 1 1 .8 
計 3 0 5  8 5 9 2. 8 3 0 5 8 6 9  2.8 
iロ� 計 1. 1  8 5 3, 4 2 7 2. 9 1, 1 9 5 3,8 5 3 3 .2 
制 物理学科では入学定員 （ 4 0 人 ） の一部を 留保 し て 第 2 次募集 （ 1 0 人 ） を 行 う 。
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で必ず受 けて 下さ い。
在 b ， 査証 を 受 け 左 い学生証は無効 と 左 り ま す。
� 学 生 証の 査 証 に つ い て
1 . 2 .  3 年次 生は ， 各 学部 の学務係 （ 教養部忙な
いて は学生係 ） で ， 昭和 5 9 年度の査証を行いま すの
9 時 3 0 分か ら 1 6 時 3 0 分 ま で
9 時 3 0 分か ら 1 2 時 ま で
平 日
土曜 日
取扱時間
図 現 金 自 動 支 払 機 （ C D ） の 設 置 に つ い て
と の たび学生会館 内 K ， 北陸銀行 と 富山相互銀行 の
c D が設置さ れ ， 2 月 1 日 忙 オ ー プ ン し ま し た。
（ へ Jレ マ ン ・ ヘ ッ セ ） を
（ カ ー ル ・ ブ ッ セ ） tL訂正 し ま す。
ス 編 集 委 員 一
。 訂 正 〈 お わ び 〉
。 第 4 3 号 （ 昭和 5 8 年 1 2 月 1 0 日 ）
• 5 ペー ジ 右 欄下か ら 7 行 目
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